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（開会 午前１０時００分） 

 

     ◎開会、開議宣言 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから令和２年第２回大空町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定によって、議長において１０

番、深川曻議員及び１１番、松田信行議員を指名します。 

 

◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２、議会運営委員会審査報告を行います。 

議会運営委員会審査の結果について委員長から報告の申し出がありますの

で、これを許します。 

議会運営委員会委員長、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 おはようございます。議会運営委員会の審査結果を報告いたしま

す。本定例会を開催するにあたり、６月１２日に議会運営委員会を開き、本

日開会の定例会の会期等について協議いたしました。 

本定例会では、一般質問者が５人、町長から提出されております案件が３

６件であります。その内容は同意が２４件、条例改正等議案が９件、補正予

算が３件であります。そのほか議会提出議案も予定されております。 

したがいまして、一般質問及び提出議案の内容、件数から判断いたしまし

て、本定例会の会期は本日６月１８日に開会し、６月１９日までの２日間と

することが妥当であると全会一致で判断いたしました。その結果について報

告いたします。 

以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３、会期の決定についてを議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のと

おり、本日から６月１９日までの２日間にしたいと思います。ご異議ありま

せんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から６月１９日ま

での２日間に決定しました。 
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◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。

事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１２名全員であります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付して

いるとおりであります。なお、職務の都合により、一部に異動がある場合が

ありますことをご了承願います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付している

とおりであります。 

以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４、行政報告を行います。 

山下町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。山下町

長。 

 

◇町  長 おはようございます。令和２年第２回大空町議会定例会にあたり、

行政報告を行います。 

３月１８日から６月４日までの間、新型コロナウイルス感染症対策本部会

議を第６回から第１７回まで開催したところでございます。この前段２月２

１日に準備本部の立ち上げをいたしまして、対策本部は２月２５日に設置を

したところでございます。２月２８日の第１回会議から６月４日まで１７回

の会議を行ったところでございます。この中で感染症の予防対策、生活対策、

経済対策等について議論をしてまいりました。今後もこの対策会議、引き続

き開催が必要と思っておりまして、今後においては、これらの対策のほか、

新しい生活スタイルの構築などについても検討していかなければならないも

のと考えてございます。 

４月１６日には、大空町ことぶき大学入学式・進級式を挙行いたしました。

今年度は新入生１名、また進級生が１１名ということでございます。当該生

徒と僅かな関係者において、式を実施したところでございます。 

５月１５日には、オホーツク町村会役員会が網走市で開催されました。置

戸の井上町長の退任が予定されておりましたことから、新しい役員の選出の

ために役員会が開催されたところでございます。 

５月２０日には、国民健康保険運営協議会を開催いたしました。令和２年

度の国民健康保険税率の内容について、ご協議をいただいたところでござい

ます。今回は限度額の改定のみということでの答申をいただいたところであ

りまして、その内容について、本定例会に提案させていただいております。 
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５月２２日には、新型コロナウイルス感染患者に係る報道発表を行いまし

た。 

５月２１日、本町職員の感染が確認されましたが、北海道の公表が５月２２

日となりましたことから、同日、報道機関に対し内容説明を行ったところで

ございます。 

６月４日には、新型コロナウイルス感染症対策に関する管内市町村長と北

海道オホーツク総合振興局長との意見交換会が開催されました。かねてより

私は知事と市町村長との懇談の場を要請しておりました。今回は総合振興局

長とではありましたが、管内４つのブロックに分かれまして市町村長と北海

道の関係部局の方々含めて、意見交換を行ったところであります。他の市町

村長は振興局、それぞれまた別な会議場で参加をいたしましたが、私は外出

の自粛期間中であったためにリモートで当役場から参加をしたという状況で

ございます。 

６月５日には、今後の効果的な農業農村整備事業の進め方に関する意見交

換会が実施されました。次年度以降の農業農村整備事業の進め方、特に北海

道が進めてまいりましたパワーアップ事業に関する北海道との意見交換会で

ございますが、これもウェブ会議という形で行われたところでございます。

この中で来年度以降、またパワーアップの継続というものを強く私からも要

請をしたところでございます。 

以上、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

◎日程第５ 一般質問 

◇議  長 日程第５、一般質問を行います。 

順番に一般質問を許します。４番、田中裕之議員。 

 

◇田中議員 はい、４番。皆さん、改めましておはようございます。 

令和２年第２回大空町定例会の開催にあたり、通告書どおり一般質問を行

います。 

質問に入ります前に、今回は新型コロナウイルス感染症によりお亡くなり

になりました方に心よりお悔やみを申し上げますとともに、現在も治療中の

皆様にお見舞いを申し上げます。一刻も早い回復を願っているところであり

ます。また、切迫した状況の中で、治療や対応にあたられました医療従事者

の皆様、保健所の皆様、関係各所の皆様に敬意を表したいと思います。 

それでは質問に入りたいと思います。新型コロナウイルス感染症の拡大が

教育に及ぼす影響についてでありますが、今回の新型コロナウイルス感染症

により、北海道では２度の非常事態宣言が出され、要請に従い学校が臨時休

業になりましたが、休校の期間は長期に渡り、そのために学ぶという機会が

奪われ学力の低下が懸念されますが、その影響について教育長に伺いたいと

思います。 

次に、５月２５日に緊急事態宣言が解除されましたが、解除後の学校での
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授業の対応についても教育長に伺いたいと思います。 

以上のことについて１回目の質問としますので、ご答弁をよろしくお願い

します。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教育長 田中議員からの一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

新型コロナウイルス感染症のパンデミック、世界的大流行は人類にとって

大きな脅威であり、未曾有の危機となっています。日本においても日常を取

り戻しつつも、人が集まる場所において依然として集団感染が発生しており、

予断を許さない状況が続いております。大空町の教育の推進にあたっても多

大な影響がもたらされております。 

１点目のご質問であります新型コロナウイルス感染症の拡大により、学校

が休校となったことによる学力の低下への影響についてでございますが、本

年２月２６日に北海道知事及び北海道教育委員会教育長から新型コロナウイ

ルスの感染予防対策の一環として、大空町内の小中学校を一定期間休校とす

るよう要請がございました。本要請を受け、大空町としても子どもたちや住

民の皆様の生命を守ることが最優先と考え、２月２８日から３月５日まで全

町一斉に町立幼稚園、保育園、小中高等学校を休園、休校といたしました。

その後、国から全国一律に春休みまでの間、小中学校及び高等学校を休校と

する要請があり、休校期間を３月２４日まで延長したところであります。  

令和２年度に入りまして、新型コロナウイルスの感染予防対策を十分に図

ったうえで、４月６日、新学期がスタートいたしました。入学式では感染防

止対策として参加者を新入生のほか教職員、保護者のみとし、時間を縮小し

て実施しております。始業式以降、感染予防の徹底を図りながら学校での授

業が進められておりましたが、４月１７日に新型コロナウイルス対応の特別

措置法に基づく緊急事態宣言の対象地区に北海道が指定されたことに伴い、

北海道知事及び北海道教育委員会教育長から改めて新型コロナウイルスの感

染予防対策の一環として、町内の小中高等学校を一定期間休校とするよう要

請があり、４月２０日から５月６日まで全町一斉に休園、休校としたところ

でございます。 

その後も全道的には、医療機関や介護施設などの集団感染が発生するなど、

感染が拡大する状況が続き、最終的には６月５日まで休校期間が延長されま

した。休校により影響のあった授業時数は、本町の場合、学校種によって異

なりますが、概ね１２０時間から１３０時間であり、日数にして２０日から

２２日程度と見込んでいるところでございます。 

小学校、中学校及び高等学校では、休校期間中に分散登校を実施いたしま

した。週２日程度ではありますが、感染予防の徹底を図りながら児童生徒の

心身のケアと学校再開に向けた生活リズムを徐々に整えていくため、学校ご

との児童生徒数に応じて登校日を設定し、実施してまいりました。また、休

校期間中、各学校では児童生徒に家庭学習用の教材を用意し、保護者のご理

解とご協力をいただきながら、家庭学習にも取り組んできたところでござい
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ます。 

しかしながら、学校での授業とは異なり個々に十分な指導ができなかった

ことにより、学習に遅れが生じているものと認識しております。今後は児童

生徒の学びを保障するため、各学校において子どもたち個々の学習内容の定

着を確認するとともに、補充のための授業や補習の実施など学習の遅れを補

うための可能な限りの措置を講じることとしております。また、児童生徒の

学習における負担を十分考慮したうえで、年度内に学習指導要領に示された

各教科等の内容をしっかりと身につけることができるよう適切な指導に取り

組んでまいりたいと考えております。 

今春入学した小学校１年生児童の対応については、新年度、学校がスター

トしてから間もなく休校となってしまったため、小学校生活に慣れていない

状況が続いており、早く安心して学校に通えるよう、学校全体で丁寧な対応

に努めることとしております。 

続いて、２点目のご質問であります緊急事態宣言解除後の学校での授業の

対応についてでございます。 

６月８日に町立の幼稚園、保育園、小中高等学校が一斉に再開いたしまし

た。学校再開後は、児童生徒が円滑に学校生活に適応できるよう、時間割や

授業の進め方を工夫して行うこととし、感染症対策を徹底したうえで、学校

教育活動を実施しております。児童生徒は毎日登校前に家庭で検温を行い、

その結果を健康観察ノートに記入し、学校に毎日提出することになっていま

す。家庭で検温できなかった場合は、学校において登校時に検温を行うこと

としております。また、学校内では、全員がマスクを着用し、手洗いを徹底

しております。各教室では、可能な限り距離をとって机を配置するとともに、

小まめな換気に心がけているところでもございます。 

また、児童生徒の下校後は、毎日教職員により校舎内の消毒作業を行うな

ど、北海道教育委員会から示された学校における新型コロナウイルス感染症

に関する衛生管理マニュアルに基づき、感染防止対策に努めております。 

新型コロナウイルス感染症については、長期的な対応が求められることが

見込まれることから、持続的に児童生徒の教育を受ける権利を保障していく

ため、学校における感染及びその拡大のリスクを可能な限り低減したうえで、

学校運営を今後とも継続していく必要があると考えております。文部科学省

及び北海道教育委員会からは、学校再開後の教育指導のあり方や学校運営の

進め方などについて詳細な方針が示されており、各学校においては、その方

針に基づき適切な取り組みを進めていくこととしております。  

今後、道内及び地域において、第２波、第３波といった感染の拡大が発生

しないことを心から望むばかりでありますが、学校との緊密な連携のもと、

子どもたちの安全を最大限確保するとともに、あらゆる手段を講じながら学

びの保障のための取り組みを進めてまいりたいと考えているところでござい

ます。 

以上、１回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ４番、田中議員。 
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◇田中議員 はい、４番。それでは、再質問をさせていただきます。 

先ほど教育長からも少しお話が出たのですが、小学校新一年生に関わるこ

とをお話しされていたのですが、子どもたちが長期に渡り学校生活から離れ

ていることや進級、進学に伴う教育活動や友人関係の変化はもとより、感染

拡大に伴う家庭環境の変化等を背景としたさまざまな不安やストレスを抱え

ている場合もあるものと考え、それぞれに応じたケアに努めるのも大切だと

思いますが、その対応についてお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教育長 子どもたちの心のケアについて、お答えを申し上げたいと思います。 

児童生徒については、今議員おっしゃいましたように長期に渡り学校生活

から離れているといった状況が続いてまいりました。まずは初めてコロナと

いうものと出会って、大きな不安や恐れといったものも抱いている児童生徒

もいるものと想定しております。また、学習の遅れの不安といったもの、特

に進学を予定している児童生徒については、今後どのように授業が展開され

るのか、そういった不安なども同時に持っているのではないかなと思ってお

ります。 

そのようなことから、子どもたち一人ひとりに応じた心のケアに最初にし

っかりと取り組むことが重要であると考えております。学校再開後、各学校

においては、学級担任や養護教諭によりすべての児童生徒を対象とした健康

相談を実施しております。また、必要に応じて教育相談員やスクールカウン

セラーといった専門職も加わりまして、親身な相談に応じていくこととして

おります。更に、特別な支援を要する児童生徒や幼児期の教育との円滑な接

続に特に、配慮が必要な小学校１年生児童につきましても、学校全体できめ

細やかな支援を行ってまいりたいと考えてございます。 

 

◇議  長 ４番、田中議員。 

 

◇田中議員 はい、４番。この件については是非よろしくお願いいたしたいと

思います。 

次に、授業の遅れについては、授業時数を確保するために年度内に各教科

の内容を身につけさせようとすると、土曜日に授業を行ったり、夏休みや冬

休みを短縮して授業日に充てることなどが考えられますが、どういう対応を

取られるのか。そうなると来年受験を控えた生徒達の皆さんには大変厳しく

なると思うのですが、どうお考えかお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教育長 学校休校の長期化を踏まえまして、学校再開後の対応については、

これまで町内の学校長並びに幼稚園長さんとさまざまな協議を重ねてまいり
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ました。とりわけ不足分の授業時数の確保をどのようにしていくかというこ

とが最大の課題となっているわけでありますが、具体的な対応策としては、

夏休み、冬休み期間の短縮に加えまして、学期間休業期間における登校日の

設定なども併せて考えております。また、平日の授業時間を４時間から５時

間にしたり、５時間授業であるものを６時間授業に拡大するといったことも

想定しているところであります。更に教科外で行われる宿泊研修などの教育

活動の精査、見直しにより、授業時間を確保する方法も考えているところで

ございます。 

本来であれば、毎年この時期には小学校や幼稚園の運動会が開催されてい

るところでありますが、新型コロナウイルス感染拡大のリスクを考え、本年

度は町内すべての幼稚園、学校の運動会を中止とさせていただきました。子

どもたちはじめ保護者の皆様におかれましても、楽しみにされていた年間の

大きな行事でもありまして、運動会の中止は教育委員会としても苦渋の決断

でございました。 

冬休みの取り扱いについては、インフルエンザや暴風雪など、今後さまざ

まな要因により臨時休業措置をとることも想定されますことから、それらの

状況も勘案したうえで、冬休みの期間短縮などについては改めて検討してま

いりたいと考えております。 

それと受験を迎えた中学３年生、高校３年生の対応についてでございます

が、現在のところ道教委としては特に試験の範囲を狭めるといった方針等は

示されていない状況でございます。年度内に教育課程を何とか１００％クリ

アした中で、受験に臨むといった現状の考え方ということでございまして、

１回目のご答弁にも申し上げましたように、児童生徒に過度な学習上の負担

にならないということを十分配慮しながら、不安なく受験に臨めるような指

導に努めてまいりたいと考えてございます。 

 

◇議  長 ４番、田中議員。 

 

◇田中議員 はい、４番。是非よろしくお願いいたしたいと思います。 

次に、緊急事態宣言解除後の学校での授業の対応について再質問させてい

ただきます。 

給食についてですが、配膳などはテレビなどによりますと先生が行ってい

るところもあったり、食事は机のスペースを空けて向かい合わせにしないな

どの対応をとっているところもあるようですが、大空町ではどういう対応を

とられているのかお聞かせいただきたいと思います。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教育長 学校給食の対応についてお答え申し上げたいと思います。 

学校給食については、給食当番はもとより児童生徒全員が食事の前の手洗

いを徹底することとしております。会食にあたっては、飛沫を飛ばさないよ

う机を向かい合わせにしないことや会話を控えるといった対応が考えられま
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すが、町内の学校では机の距離を十分とり、向かい合わせにしないようにし

たうえで、対話についてもしないよう指導しております。 

配膳については、低学年については主に教員が対応すると、高学年につい

ては一部児童が当番ということで配膳をするという実態になっております。

また、盛り付けや配膳の際は、マスクを着用するとともにトングなども使い

回しをしないようなことも徹底させていただいているところでございます。 

 

◇議  長 ４番、田中議員。 

 

◇田中議員 はい、４番。先ほど運動会なども中止にされたという話をされま

したが、これから学校祭や修学旅行があると思います。学校祭などは特に密

になりやすい傾向にありますし、修学旅行については明日から国内で県をま

たいだ旅行が可能になるということで、もしかすると検討されていくのかも

しれませんが、公共交通機関等を使用すると感染リスクも出てくると思うの

ですが、その点についてどうお考えかお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教育長 学校祭並びに修学旅行の今後の考え方について、お答え申し上げた

いと思います。 

今後は、学芸会、あるいは幼稚園でいえば生活発表会、お遊戯会、学校祭、

学芸会とそれぞれ行事としては計画をされているところでございます。先ほ

ど申し上げましたように、運動会という大きな行事が中止というところでの

年度のスタートとなっておりまして、何とか学芸会や学校祭などについては、

最大限、感染予防対策なり運営の工夫というものを講じながら、何とか実現

すべく今から準備を進めてまいりたいというように考えてございます。ただ

三密はどうしても避けなければならないということからすると、今までのよ

うに全校生徒すべての保護者に体育館に来ていただいてということにはどう

してもならないのかなと。その辺を学校側とも十分協議しながら、最善の策

を導き出したいと考えております。 

また、修学旅行でございますが、小中学校の修学旅行等については、道教

委から当面延期するような指示がこれまであったところでありますが、６月

１９日からは札幌市と道内の他地域との往来について緩和されるといったこ

ともありまして、修学旅行などの宿泊を伴う行事につきましても、子どもた

ちの健康安全を第１に考慮したうえで実施することができるようになりまし

た。各学校においては感染リスクの回避の観点から、改めて修学旅行の日程

や行き先、どのような公共交通機関を使うのか、また、旅先での活動内容な

どを検討していくこととしております。修学旅行は子どもたちにとって、同

級生とともに集団でさまざまな体験を味わえる貴重な機会でもあります。旅

行業者ともさまざまな感染防止策について十分協議を行うなど、実施に向け

たしっかりした準備に取り組んでまいりたいと考えているところでございま

す。 
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◇議  長 ４番、田中議員。 

 

◇田中議員 はい、４番。今回のコロナウイルス感染症により、各スポーツ大

会など色々な大会が中止になっているわけですが、今後の部活について質問

ですが、これから暑くなって、もちろんマスクもしてやるわけですが、外の

場合はマスクを外してすることも考えられますが、屋内で行う部活について

マスクをしたまますると熱中症のリスクがかなり高くなるといわれています

が、その辺についての考え方をお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 渡邊教育長 

 

◇教育長 部活動の対応について、お答えを申し上げたいと思います。 

部活動の実施にあたっても道教委からいろいろな指示事項、注意事項など

の通知が寄せられておりまして、特に部活動の実施にあたっては、長期の休

暇による運動不足を生じている児童生徒が多くいるものと考えられておりま

して、十分な準備運動を行うとともに体に過度な負担のかかる運動を避ける

など生徒の怪我防止に十分留意をすることとしております。また、生徒が密

集する活動や、生徒が近距離で組み合ったり接触したりする場面が多い活動

や向かい合って発声したりする活動については、当面の間は密集せず距離を

とって行うことができる活動に変更するなど工夫を講じることとしておりま

す。 

また、部活動で使用する用具については、使用前に消毒を行うとともに生

徒間で不必要に使い回しなどをしないこととしております。 

また、体育館や教室など屋内で実施する部活動については、その場所のド

アや窓を広く開け、こまめな換気を行うとともに、練習終了後も手指の消毒

や用具の消毒を再度行うなど、感染拡大防止のための必要な対策を実施する

こととしております。 

また、マスクの着用のことでありますが、体育系の部活と文化系の部活に

よって対応が異なりますが、練習の内容によってマスクの着脱が必要であり

ますし、夏場の熱中症予防の観点からも室温や外気温の状況によって、マス

クを外す対応もしなければならないと考えております。 

いずれにいたしましても、生徒間の距離を２メーター以上確保するなど、

三密の状態を起こさないように十分注意しながら部活動に取り組んでいただ

くよう指導してまいりたいと考えております。 

 

◇議  長 ４番、田中議員。 

 

◇田中議員 はい、４番。是非、生徒の健康には気をつけて、配慮していただ

きたいと思います。よろしくお願いしたいと思います。 

この項目が最後になるのですが、今回の定例会にＧＩＧＡスクール構想に

関する予算が計上されておりまして、この後、秋から冬にかけてはインフル
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エンザの心配がされますし、今回のコロナウイルスの第３波、第４波が起こ

る可能性もありますので、そうなると臨時休校になると考えられますが、そ

の時にＩＣＴを活用した授業をしたりすることは考えているのかをお聞きし

たいと思います。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教育長 最初にＧＩＧＡスクール構想について、前段触れさせていただきた

いと思いますが、このＧＩＧＡスクール構想は、昨年１２月に文部科学省が

発表した教育改革案でございまして、簡単に言いますと令和５年度までに児

童生徒に１人１台ずつの端末を整備するという内容であります。改革案の目

的は、子どもたち一人ひとりに対して個別最適化された創造性を育む教育の

推進であったり、情報通信や技術面を含めたＩＣＴの環境の実現というのが

大きな目的となっております。 

この関連予算については、令和元年度に国の補正予算として初めて予算化

されまして、先ほど言いましたように令和５年度までに計画的に全国の市町

村において端末を整備していくという方針が示されました。しかし、今般の

新型コロナウイルス感染症による学校の長期休校の実態を受けまして、国か

らは令和５年度までの計画をすべて前倒しし、令和２年度中に全国の小中高

等学校における端末や、ネットワークの整備を進めていくという考え方が示

されました。大空町においては、令和５年度までの年次計画をもって段階的

に導入を進めていくという予定をしておりましたが、この度の国の対応を受

けまして、令和２年度中の整備を進めるべく関係予算について、本定例会に

上程させていただくこととしているところでもございます。 

教育の質の向上であったり、今後予定されております教科書のデジタル化

への対応、さらにはオンライン授業の実現など、ＩＣＴ環境の充実による教

育への効果は計り知れないものと認識しておりまして、今回をその機会と捉

えまして計画を前に進めてまいりたいと考えております。具体的にオンライ

ン授業をやるためには、各世帯に対するネットワークというものが整わなけ

ればなりませんし、また、毎月の使用料、通信費用といったものを利用者が

負担するといった課題もございます。そういうところまで突き詰めて整えま

せんと、学校と家庭を直接結んだオンライン授業というのは、なかなかすぐ

は難しいのかなと考えております。 

しかしながら休業期間中、町内の中学校、高校において、先生たちが中心

になって、会議用のアプリとしていろいろな場面で使用されておりますＺｏ

ｏｍを使って、学校と子どもたちが所持していますスマホを繋いで教育相談

であったり健康チェックであったり、また、学習指導といったものを試行的

に取り組んでいただいております。今あるツールなどを上手く活用すること

で、ＧＩＧＡスクールとは別に、今できることはいろいろあるのではないか

なと思っておりまして、今後もさまざまな研究を進めながら、万が一そうい

う臨時休校等の状況が生まれた際には、いろいろ知恵を絞りながら対応して

まいりたいと考えているところでございます。 
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◇議  長 ４番、田中議員。 

 

◇田中議員 はい、４番。最後になりますが、新型コロナウイルス感染症の収

束はまだまだ見通せない状況ですが、その中で非常事態宣言も解除され、ウ

ィズコロナ、アフターコロナ、ポストコロナと言われている中で、新しい生

活様式が始まると言われています。それは学校生活でも同じで、安全で安心

な教育環境にするため、先生方も忙しい中で頑張ってくださっていますこと

に感謝を申し上げ、質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

 

◇議  長 渡邊教育長 

 

◇教育長 新型コロナウイルスに対応したワクチンや治療薬というものが未だ

確立されていない中、これからも一切の油断はできないものと自覚をしてお

ります。子どもたちへの感染予防対策を万全にしながら、学校とともに学び

の保障に全力を挙げてまいりたいと考えておりますので、今後ともご指導賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これにて田中裕之議員の一般質問を終了します。 

ここで１０分間休憩します。 

 

（休憩 午前１０時４３分） 

 

（再開 午前１０時５３分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第５、一般質問を続けます。 

次に３番、上地史隆議員の一般質問を許します。３番、上地議員。 

 

◇上地議員 はい、３番。皆様改めておはようございます。 

今年は新型コロナウイルスによる感染拡大の影響により、全国でも多くの

イベントや行事の中止、縮小、延期などがされています。私たちの町も同じ

ように深刻な影響を受けており、一刻も早くコロナウイルスが収束し、日常

の生活を取り戻すことを心より願っております。 

それでは通告に従い、質問に移らせていただきます。他の方の質問と重な

るところがありましたら、ご容赦いただきたいと思います。 

まず１つ目の質問ですが、新型コロナウイルスの感染拡大による福祉事業

所の影響についてお伺いいたします。 

介護事業者の全国団体である全国介護事業者連盟は、５月１２日までの１

週間、新型コロナウイルスによる経営への影響を尋ねるアンケート調査を行

い、７２７のデイサービス事業所を含む全国の１，８６２の介護サービス事

業所から回答を得ました。この中で全体の５５．７％が影響を受けていると

回答したほか、３７．７％が影響を受ける可能性があると回答し、影響はな
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いは６．６％に留まりました。影響を受けていると回答した割合を事業所の

種類別に見るとデイサービスが９１％、ショートステイが７６％だったのに

対し、訪問介護が４７％、有料老人ホームが３７％、特別養護老人ホームが

１７％、グループホームが１３％で、デイサービスやショートステイを中心

に広がった利用自粛や自主休業の影響が伺えます。また、経営課題を尋ねる

自由記述については、利用者の減少に伴う売り上げの減少や衛生用品などの

価格高騰による経費の増加などを訴えるものが多く、事業所からは自己資金

の枯渇や借り入れで赤字を補ったため、さらに悪化する見込みなど、資金繰

りへの不安な声も寄せられております。 

そのほかにも、厚生労働省が全国障害者福祉サービス事業所について、４

月１９日までの１週間に休業状況を調査したところ、知事が休業を要請でき

るデイサービスなどの通所型とショートステイなどの短期入所の施設では、

３５の都道府県で合わせて８９１事業所が休業したことが分かりました。そ

のようなことからも、福祉事業所の中にはコロナショックによる経営悪化で

撤退するところも出始めるのではないかと大変な危惧をしております。 

大空町の福祉サービスはどのような影響を受けたのか、町長よりお聞かせ

いただきたいと思います。 

続いて、二つ目の質問に移らせていただきます。二つ目は新型コロナウイ

ルス感染拡大による子育て世帯の支援についてです。 

新型コロナウイルスの感染拡大により、国や都道府県から緊急事態が宣言

され、感染拡大を防ぐために、大空町においても学校や保育園、幼稚園が長

期の休みになりました。多くの保護者の方は子どもを自宅で見るために仕事

に影響が出たり、給食がなくなったことや外出の自粛により家で飲食する機

会も増え、家計の負担も増したのではないかと思います。また、勉強の遅れ

などを心配して、市販の教材や通信教育などの出費を余儀なくされた家庭も

あると思います。 

国はそのように影響を受けている子育て世帯への負担軽減を図るために、

子ども１人あたりに臨時特別給付金１万円を児童手当に上乗せして支給をし

たり、所得水準が比較的低いひとり親世帯では、第１子に５万円、第２子以

降は１人につき３万円を支給します。更に大幅に所得が減少した世帯には５

万円を加算します。また、アルバイトができず学費を払えないなど困窮する

学生には、所属する大学などを通じて申請をすれば最大２０万円を支給しま

す。そのほかにも国民１人あたり１０万円の特別定額給付金も支給をしてお

ります。 

ですが、それ以外にコロナの影響や負担を軽減しようと、自治体によって

は独自で支給額の上乗せをしたり、支給期間を延長したり、ほかの施策で支

援をされているところもあります。 

そのようなことからも家計の負担が増している子育て世帯に対して、大空

町は何か支援をする必要があると思いますが、町長はどのようにお考えか聞

かせていただきたいと思います。 

以上で最初の質問とさせていただきます。 

 



13 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 ご答弁を申し上げます。４月１６日に全国を対象に緊急事態宣言

が発せられました。介護サービス事業所は、利用者の方々や家族の生活を継

続する観点から必要なサービスを継続的に提供されるようにとされておりま

したが、厚生労働省の発表では４月２０日の時点で通所、短期入所系サービ

ス事業で休業されたところが多くあったということでございました。理由は

感染防止のための自主的な休業がほとんどでございます。医療機関や介護施

設に見られた集団感染の状況を鑑みますと理解ができるところでございます。 

本町における詳細は、後ほど担当から説明をいたさせたいと思います。 

町職員の感染が確認された後の一部の期間を除いては、緊急事態宣言期間

中においても、各事業所において感染防止対策を講じながらサービスの提供

を継続されていたことは大変ありがたいことであったと感謝を申し上げてい

るところでございます。一時期やむを得ずサービスの提供を休止された期間

がございましたが、生活に支障が生ずる可能性のある方については、保健師

が対応した場面もございました。また、ご家族のご支援を受けながら対応さ

れたというお話も伺ってございます。このことによりまして、ご家族のスト

レスとなってしまった例もあったようでございます。今後はこういった場合

の心身のケアなども必要だと感じたところでございます。 

経営の視点で見ますと、サービス休止による減収のほか、利用者側の利用

控えによる減収ということもあるように思ってございます。取り急ぎの支援

といたしまして、本定例会におきまして、医療、福祉施設等への支援補助金

制度に関する予算をご提案させていただきました。また、資金繰り対策とい

たしまして、補助金でありますとか委託料の早期支払いというものについて

も対応しているところでございます。そのほか国や北海道の制度の活用もお

願いしたいと思っているところでございます。 

次に、子育ての関係でございます。コロナ対策における家庭への支援とし

て１人あたり１０万円が給付される特別定額給付金のほか、児童手当を受給

する世帯の子ども１人あたり１万円を支給する子育て世帯臨時特別給付金が

ございます。今後は児童扶養手当を受給されているひとり親世帯の方へ１世

帯５万円、２子以降の方について１人あたり３万円が支給されるひとり親世

帯臨時特別交付金などございまして、いずれも国の制度でございますが、こ

ういったものをもって支援することといたしております。 

町では、経済対策を優先に講じてまいりましたので、子育て世帯に対する

家庭的経済支援というところにおいては、現状十分な対策には至っていない

という状況でございます。 

以上、現況報告等をまとめまして、ご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 鈴木福祉課長。 

 

◇福祉課長 一つ目の福祉事業所の影響についてに関連しまして、本町の介護 

事業所における通所、訪問サービス等の対応状況についてご説明を申し上げ 
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ます。 

まず女満別地区ですが、北海道独自の緊急事態宣言等を受けまして、３月 

２日から３月４日までの間、施設に短期宿泊するショートステイを一時休止

したほか、日帰りでサービスを受けるデイサービスは３月５日から３月１３

日までの間、時間を短縮して実施しておりました。その後は５月２２日に町

内での感染確認が発表されましたのを受けまして、５月２５日から２週間、

デイサービス、ショートステイ及び自宅を訪問してサービスを行うホームヘ

ルプサービスをすべて休止しておりましたが、これ以上の感染拡大はないと

しました６月６日付けの町の発表を受けまして、６月８日からは通常どおり

サービスを再開されているところでございます。 

次に、通所でリハビリテーションを行うデイケア、こちらは病院で実施を

されておりますが、道の緊急事態宣言期間中の３月９日から３月１９日まで

の間及び町内感染確認後の５月２５日から６月５日までの間、時間を短縮し

て実施しておりました。 

続いて、東藻琴地区の状況でございます。道の緊急事態宣言後の３月３日

から４月４日までの間、デイサービスの時間を短縮して実施をしておりまし

た。  

また、その後、緊急事態宣言が発せられた後の４月２０日から５月１６日ま

での間、再び時間短縮となっておりました。 

いずれの事業所におきましても、施設内での感染を防ぐことに大変ご苦労

されておりまして、発熱がある方などの利用をご遠慮いただくなどの対応を

とりながら、可能な限りのサービスの提供を行っていただいていたという状

況でございます。 

私の説明は以上でございます。 

 

◇議  長 ３番、上地議員。 

 

◇上地議員 はい、３番。町長、担当の課長よりご説明をいただきました。町

内の事業所も時間の短縮、または休業、またはほかのサービスなどにより乗

り切ったのだろうなと。大変敬意を表したいと思います。 

実際、サービスを休業した場合、利用者の方の身体機能の低下または精神

疾患の発症や認知症の進行など、さまざまな問題が全国的にも起きておりま

す。短期間でも健常の方と違って高齢者の方は、すぐに筋力が低下したり、

場合によってはストレスなどにより、さまざまな症状が出ると。そのような

ことが先に言ったように問題となっております。保健師の方が対応されたと

いうこともお聞きをしました。 

自治体によってはさまざまな取り組みをとられておりまして、旭川市の取

り組みなども出ておりました。新旭川・永山南地区の担当する地域包括の方

が地域に住む高齢者世帯６００に対して冊子を配付したと。どのような内容

かといいますと、休業期間中、屋内で簡単にできる健康体操、そして１番大

事と言われている下肢筋力をメインとした筋トレ、そしてコロナの詐欺に便

乗した注意喚起、併せてコロナでどのような影響を受けたか介護者自身につ
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いてもアンケートを行ったそうです。 

今後このことについては、施策に反映してまいりたいと言われておりまし

たが、実際私たちの町も保健師の方が対応されたとお聞きをしましたが、ど

のような対応をされたのかと。実際に訪問されたのか、または電話で確認を

したのか、場合によっては支援の必要な方もいますので、そういう方をどの

ように対応されたのか。その点について、現場の視点、利用者様の視点から

確認をさせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 鈴木福祉課長。 

 

◇福祉課長 先ほどご説明をいたしましたとおり、町内での感染が確認されま

してから２週間程度、訪問や通所のサービスを休止している期間がございま

した。その間、各事業所などと情報交換しながら、２週間サービスが停止す

ることによりまして、本当に困る人がどれだけいるだろうかというところを

拾い上げまして、その中でどうしても対応しなければならないというケース

がありましたものですから、１件ご訪問させていただいて対応させていただ

いたケースもございます。 

その他に関しましては、入浴介助が必要な方もいらっしゃったと思います

が、先ほどの町長の答弁の中にもございましたが、体を拭いていただいて凌

いだり、ご家族の支援を受けながら対応していたということでございますが、

しかしながら、その対応で十分であったかというと、なかなか先ほど申し上

げましたご家族のストレスですとか本人の負担等を考慮しますと、まだまだ

十分であったとは考えておりません。 

しかしながら、あの状況下において、なかなか職員自身も外に出向いてい

けないというような状況もあり、介護事業所におかれましても町自体の安全

宣言といったものがなければ、サービスの再開の目途が立たなかったという

ところでございますので、そういったところについては、今後に向けまして

一つ大きな課題をいただいたと考えているところでございます。 

 

◇議  長 ３番、上地議員。 

 

◇上地議員 はい、３番。実際に大変な中、対応された保健師をはじめ、また

福祉事業所の方とも連携をしながら、なかなか訪問できないという時期もあ

りましたので、大変だったと思います。そのことに対しては敬意を表したい

のと、また、いろいろな取り組みなどもありますので、今後活かしていただ

ければと思います。このことについてはこれで終わります。 

改めて経営についてお聞かせをいただきたいと思います。 

町長の答弁でも経営についての影響をお伺いしました。時間を短縮してサ

ービスを提供したりとか、休業、利用自粛などにより影響が出ているという

こともお聞かせいただきました。厚生労働省などにおいても、コロナの対策

でいろいろ人員基準の緩和または介護報酬算定の緩和などもしております。 

通所事業によっても休業してもサービスを訪問し、提供した場合とかは介護
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報酬を算定できたりとか、短い時間でも本来算定できないものを算定できた

りするようにとか、そのようなこともしておりますし、ですがそれだけでは

なかなか、国と道の支援だけでは足りないものがあるのではないかと、その

ように思っております。 

国は通所事業ができない場合、訪問系のサービスを推進しておりました。

訪問系のサービス、ケアプランを作成し、サービスと位置づけて、人員がぎ

りぎりの中で乗り越えたと思うのですが、第２波、第３波を恐れ、利用控え、

要するに利用する方が今後長期に渡って利用控えが起きるのではないかと。

それはどういうことかといいますと、デイサービス、通所系の事業について

は経営が大変苦しくなるのではないかと、そのような心配もしております。  

そのようなこともありますので、しっかりと支援をしていかなければいけ

ないと思いますが、このことについてはどのようにお考えでしょうか、改め

てお聞きかせください。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 今回の対応などについて、さまざまなところで考えさせられるこ

とがございました。例えば在宅で過ごされる、通所しないということで考え

ますと、そういった中で、いかにそういった方々と私ども、サービスを提供

する業者の方々がコミュニケーションをとるかと。そういった中では、例え

ば、今緊急通報システムでありますとか見守りネット事業というような形の

ものがありますが、そればかりではなくて、オンラインなどを利用した中で、

そういった方々と会話をするとか、状況確認をするとか、そういったことも

必要になってくるのではないかなと。そういうオンラインを活用した中での

介護サービスの提供、ケアというようなことも考えていかなければならない

のではないかと感じたところでございます。 

また、経営の面で言いますと議員からは介護施設のことについてのご指摘

ではございますが、医療機関も町が関わっております各施設などを管理して

いただいている第三セクターの皆さん方も、更には民間の事業者も幅広く今

回の新型コロナウイルスに関係して、経営が困窮している状況は大なり小な

りあるものと思っております。農業など今はそれほど大きな影響はと言われ

ているかもしれませんが、結果的にいろいろなものの経済が滞ってくれば、

そういったところにも影響は出てくるものと考えてございます。 

先ほど言いましたように、この定例会に医療福祉施設等への支援補助金に

ついて、ご提案をさせていただきました。また、その他の関係も提案をさせ

ていただいておりますが、これはこの６月定例会まで、今時点までの対策と

いうことで、当面、緊急的に対処しなければならないと考えたものについて

提案をさせていただいているところでございます。新型コロナウイルスとの

関係と言いましょうか、この対策というのは、まだまだこの先続くものと認

識をしてございます。それぞれの事業所の決算というものが、それぞれの時

期にあろうかと思いますが、この２月末ぐらいから、この暦年１年間、さら

に年度など、そういった決算の状況などをこれからもそれぞれ注視をしてい
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かなければならないと思ってございます。介護施設だけに限らず、さまざま

なそういった状況をこれからも注視をして、そして、どんな対策が必要にな

るのかということを考えていかなければならないものと感じているところで

ございます。これからもそういった状況、担当者また現場の皆さん方のご意

見をちょうだいしながら対応してまいりたいと思うところでございます。 

 

◇議  長 ３番、上地議員。 

 

◇上地議員 はい、３番。町長より説明をいただき、福祉事業所だけではなく

医療も同じように影響を受けている。そして基幹産業である農業も今すぐに

ではないかもしれないが、今後、何かしらの影響が出るのではないかという

心配することも言われておりました。この問題は長期に渡るものだと思いま

すし、実際介護報酬も翌々月に請求されるものですから、４月、５月の影響

は６月、７月の数字に表れてくるのではないかと思っております。今後もし

っかりと福祉事業所はじめ、医療、それだけではなく町内の事業所の方も困

らないように適切に、対応策をしていただくようお願いをして終わりたいと

思います。 

続いて、感染症の対策について、少しだけお聞かせをいただきたいと思い

ます。コロナの感染症対策、コロナ対策計画、町でも立てておりますし、厚

生労働省や道、または保健所などを通じて、いろいろな通達がきていると思

います。感染症対策はしっかりと事業所の方はやられていると思います。そ

の中で、実際にクラスターが発生した事業所の対応にあたった医師の方が、

このような指摘をされておりました。実際に起こる前の対策はしっかりして

いたそうですが、起こったときの対策というものも考えなければいけないと

言っていました。マニュアル等もしっかりと作成していかなければ、実際に

発生した場合、大変なことになってしまうと。 

介護の現場というものは三密でありますから、密接、密集、密閉など現場

では避けられないものがあります。発生した場合、介護する、現場にあたっ

ている職員の方が、従事者が感染をしてしまうということがあります。そう

いった場合、何とか人材の派遣など外部の人の支援で乗り切ったということ

でありますが、ですが私たちの町もいつ対岸の火事ではなく起こるか分から

ないと思います。しっかり医療機関をはじめ、各関係機関と連携をして、そ

の後の対応策というものもある程度考えていく必要があるのではないかと私

はそのように考えております。そのことについてお考えなどありましたら、

お聞かせいただきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 社会福祉施設などにおきまして感染症が発生した場合の対応につ

いては、国や北海道の通知でありますとか、マニュアルによって行われると

いうことにはなっております。 

今回のコロナウイルスに関する対応は、基本的に一貫して都道府県が主体
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的に担うという形にはなっておりますが、しかしながら、今回経験した町内

での発生事例、私どもの職場ということも含めて対応を振り返りますと、北

海道や保健所だけではなく、市町村がある意味主体的に動かざるを得ないな

ということを身をもって感じたところでございます。 

そのような中で、町内における一例目については収束いたしました。しか

し、いつ２例目が発生してもおかしくはないなと。今の検査体制からすると、

さらにそういった可能性というものは従来よりも大きくなっているのではな

いかと思うところでございます。これからは、そういった感染リスクと共存

をある意味しながら日常を送らなければならないという局面ではないかと感

じてございます。 

医療機関や介護施設、そういったところの集団感染、あっては大変ですが、

その起きる可能性も否定できないと感じてございます。そうなりますと感染

が確認された方だけではなくて、そのことで接触のあった方々なども勤務は

できないという状況になりまして、おのずとそうでなくても大変な人材不足

に拍車がかかるということがございます。先ごろ北海道では、北海道が仲介

をして広域の介護施設などによって、その人材の仲介をするという制度を立

ち上げようということでございますが、例えば町内におきましては、特別養

護老人ホームを運営する福祉施設が２カ所ございます。そういった社会福祉

法人の皆さん方の連携というものも、重要なポイントになるのではないかと

思ってございまして、そういったことを考えますと、そこで町の果たしてい

くべき役割というものも出てこようと考えてございます。 

私ども自治体の責務として、町内の感染防止対策、蔓延をいかに最小限で

抑えていくかということが１番の目標だと思っておりますので、そのような

中で町としても積極的にそういった折には関わっていく、調整をとっていく、

汗をかくという対策に臨んでまいりたいと思ってもございます。そういった

ことも考えまして、本定例会は先ほど言った福祉施設の方々に対する助成制

度ももちろんでありますが、感染防護具などを備蓄するための予算というも

のも計上させていただきまして、もしそういった対応が必要なときには、そ

ういったものも使いながら、町として関わりを持たせていただきたいと思っ

ているところでございます。今後もご指導いただきますようにお願い申し上

げたいと思います。 

 

◇議  長 ３番、上地議員。 

 

◇上地議員 はい、３番。今後、長期に渡る影響が出るものだと思いますので、

今回定例会においても感染症対策に関するものについて補助を行うという考

えを聞かせていただきましたし、このことについてはしっかりと今後も取り

組んでいただければと思います。このことについては質問を終わりたいと思

います。 

続いて、子育て世帯の支援について、再度お伺いしたいと思います。町長

よりご説明をいただき、国の支援策などもお聞かせをいただきました。今の

ところは経済を優先とした取り組みが主なものなのかなという印象を受けま
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した。 

朝、小清水町のことも出ていましたが、子育て世帯、高校生、大学生のお

子さんがいるところに５万円ほどだったと思いますが、そのような支給のこ

とも考えているということも出ておりました。子育て世帯に対しても多少な

り支援をするような記事が出ておりました。私も確かにそのような取り組み

は大変必要なものだろうと思っております。確かに子育て世帯の方は大変な

影響を受けていると、保護者の方ともお話をする機会があるので、やはりい

つもより経費が掛かるということもお聞きをしております。そのような中で、

もう少ししっかりと支援する必要があるのではないかと思います。ふるさと

納税にしても説明を受けましたが、平成３０年度１億７，０００万円が令和

元年度１億９，０００万円と約２，０００万円近く増えていると。ふるさと

納税の使途の目的でも未来の子どもたちに使っていただきたいということも

多数の意見であります。こういう未曾有の危機だからこそ、そういう方に対

して支援する必要があるのではないかと私は思っております。今すぐという

ことではないかもしれませんが、今後長期に渡って同じように影響が出るの

ではないかと思います。そのような方に対して、しっかりと支援をしていた

だくようにお願いをしたいと思います。そのことについて、どのようにお考

えでしょうか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 ふるさと納税の関係についてのご指摘もございました。担当者か

ら今年度の状況も含めて、今のところ例年同様に推移をしていると。ある程

度予算の確保ができるのではないかという内容だったかなと思います。私も

担当者からは今時点での報告としては、そのように受けておりますので承知

はしておりますが、ふるさと納税の関係でいえば、私はそう簡単なものでは

ないと認識をしてございます。この先の日本の経済状況を考えていると最も

ふるさと納税が増える１１月、１２月頃に、本当に国民の皆さんがそういう

余裕があるかどうかと考えると必ずしも例年どおりということではなく、減

少基調というものもあるのではないかと受けとめているところでございます。 

他の市町村におきましては、毎年度数十億円のふるさと納税の財源が確保

できて、例えばそれを基金に積み立てて置かれて、今回のようなコロナなど

の非常事態に思い切って活用するというところもあろうかと思ってございま

す。私どもの町は２億円足らずということで、実質的な増額分については、

１億円を切るような状況でございまして、その使途については、確かに将来

を担う子どもたちにその財源を充てていこうということでございますが、積

み立てをするというところまでには至っておりませんで、その年度、毎年度

さまざまなものに使わせていただいております。そのようなことから私ども

の町では、日常的にいろいろな意味で子育てに対する支援と負担の軽減とい

うものをさせていただいて、子育てのしやすい環境を作っていこうというこ

とに努めていると感じてございます。 

そのような中で、今回のような状況下の中におきまして、私は子どもたち
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に今何をしてあげるべきなのかなと、将来を考えたときに何を残しておいて

あげるべきかということについて、常に考えなければならないと。今の対策

もそうですし、コロナ後といいましょうか、新しい生活のスタイルと言われ

ております。それは子どもたちの学習の場においても、どういった学習の形

態を今後提案していくのかということも考えておかなければなりません。先

ほど前段の一般質問の中で、田中議員から教育長に対してＧＩＧＡスクール

等に対するご質問もございました。そのような中で、子どもたちのオンライ

ンの環境整備、そういったものも単に端末を用意するだけではなくて、通信

環境も考えていかなければならない。そういったことも今後のことを考える

と必要なことではないかなと感じてございます。 

議員が言われました、そのご提案の向き、更には私が考えているようなこ

と、まだまだ十分検討して内容の精査ができていない、大変申しわけなく思

っておりますが、そういう状況でございます。今後、子ども達に対して、ど

んな支援が必要かということをもう一度考えながら進めてまいりたいと思っ

てございます。今後またご指導いただきますようにお願いを申し上げたいと

存じます。 

 

◇議  長 ３番、上地議員。 

 

◇上地議員 はい、３番。先ほどＧＩＧＡスクールのお話などもあったように、

いろいろな支援の対応策などもありますし、これからいろいろと問題も出て

くることもあると思いますので、なかなか内容を今現在絞るということは確

かに町長の言われるとおり難しいものだろうなと感じました。 

今後、子育てをする方をはじめ、関係する方が困らないようにしっかりと

対応をしていただくようお願い申し上げ、一般質問を終了したいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 臨時会の折などにも申し上げましたが、一度にすべての施策をご

提示申し上げ、町民の皆さんの不安解消に努めることができれば大変いいの

ですが、なかなかすべてを一度に提案するということができておりません。

申し訳なく思ってございます。 

今回いただいたご提案の向きも併せて今後の検討の中に加えて、今後の施

策、どういったものになるのか、そういったものをまた改めてご提案をして

いきたいと思います。ありがとうございました。 

 

◇議  長 これにて、上地史隆議員の一般質問を終了します。 

次に、５番、原本哲己議員の一般質問を許します。５番、原本議員。 

 

◇原本議員 はい、５番。前段の同僚議員も触れておりましたが、新型コロナ

ウイルスが猛威を振るい当町にも大きな影響を及ぼしていることから、感染

対策、経済対策等にあたる関係機関、従事者、関係者の皆さんに敬意と感謝
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の意を伝えたいと思います。また、多大な影響を受けている事業者、個人の

皆様には、応援のエールを送りたいと思います。 

では、今回の質問に入らせていただきます。 

１点目。一昨年、東藻琴地区の観測地点が整理され、大進、末広の２地点

の気象データの提供が中止されました。また、その１年前には女満別地区内

も同様に整理されたと聞いています。それに至る経緯を確認したいと思いま

す。 

２点目。その結果、町内で気象データ、特に降水量、気温、風速、日照時

間等が得られる地点が現在いくつあるのか伺います。 

３点目。近年、異常気象が多くなりつつあります。平成２７年、２８年に

は当町にもかつてない豪雨被害がありました。改めて観測地点を設け、一早

い情報の提供が必要かと思いますが、町長はどうお考えなのか伺い、１回目

の質問とします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 町の気象情報につきましては、アメダスのほか、独自で６カ所マ

メダスと呼ばれます気象観測所を設置いたしまして、気象情報を農業者の皆

さんに提供していた時代がございました。これは日本気象協会に委託をいた

しまして、年間約２００万円程度の保守管理料を支払いながら運営していた

ものでございます。平成６年から１３年までに導入、設置をした観測機器で

ございましたが、老朽化や故障などにより、機器の更新が必要な状況となっ

ておりました。しかしながら、更新費用が高額になることでありますとか、

最近はインターネットや携帯電話などの普及によりまして、さまざまな気象

情報、そういったサービスが入手できる時代になりましたことから、費用対

効果を含めて農協と協議を行い、２９年度を持って女満別地区の４地点、３

０年度をもって東藻琴地区の２地点の観測を終了したところでございます。 

アメダスの観測地点でございますが、女満別空港そして東藻琴市街、東藻

琴山園の３地点がございます。また、このほか国や北海道の河川の防災情報

観測地点が、女満別の本郷、東藻琴の上東の２地点にございます。しかし、

女満別空港以外の地点につきましては、降水量のみの観測となっているとこ

ろでございます。 

過去には、局所的な地域の天気予報を農業へ活用するという視点で設置さ

れたわけでありますが、先ほど言いましたように民間の事業者が多数ござい

まして、提供いただいておりますので、町として設置する時代というのは役

割として終えたのではないかという判断があったところでございます。ただ、

最近はさまざま高度化された農業技術というものもございます。そういった

中で、更に使いたい、そういったものが必要だということで農業者やＪＡの

皆さんが必要とされるということであれば、町としてというよりは農業者の

皆さんがまず設置をされる、そういう中で各種補助事業などもあろうかと思

いますので、そういった形での支援ができるのではないかと考えております。

また、設置するだけではなくて、運営経費というものも発生してくるだろう



22 

 

と思いますので、そういったものについての協議はやぶさかではないなと考

えているところでございます。ご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ５番、原本議員。 

 

◇原本議員 はい、５番。過去にマメダスが６地点。現在アメダス３地点ある

ということをお聞きしました。２９年になくなるときに確か僕も委員会の中

で説明は一回受けています。その費用対効果の問題もあって必要でないので

はないか、ＪＡにも確認もしたという話も聞いています。 

その中で、今町長が言われましたとおり気象情報についてはいろいろなと

ころで得られます。簡単に携帯でＹａｈｈｏなり気象協会なりどこでも見ら

れるのですが、気象予報については僕たちが情報を得るということに関して

は何も問題はないと思うのですが、ただ、今問題なのは現時点での気象、今

どの地点で何ミリの雨が降っているか、今どういう気象の動きをしているか、

それは観測地点がないとやっぱり測れないと思うのですよね。東藻琴に１件

だけ自分で気象ロボットを設置して観測している人がいます。畑は自宅から

４キロぐらい離れているのですが、そこに自分で気象ロボットを置いて測っ

ている人がいます。 

ただいろいろな仕事の関係で、いろいろなことが動くのですが、その中で

例えば、過去にあった大進、末広その地点の雨量を見ながらいろいろな仕事

を組むだとか、集団仕事もするものですから、そういう意味では、やはり詳

細なデータというか、どの辺は何ミリ降っているだとか、この辺は何ミリ降

っているだとか、そういう情報を得ることがこれから必要でないかなと思い

ます。 

もう一つ、今年度、光ファイバーが整備される予定です。その中で気象情

報を送る、それから集める、それに対しての方法は簡素化されていくと思う

のですが、今、その気象ロボットなる観測機、それもかなり安価な部分が出

てきています。ただ、それを個人で１件の農家がやっているのですが、個人

で使うと１件だけ、でもデータを集約化する何かを作って東藻琴地区に何地

点、女満別地区に何地点という観測地点を作った中で、広範囲に地点の情報

を得られる。そして僕だけでなくて誰もが入って、どの辺では今回の集中豪

雨で何ミリの雨が降った、そういう形が作っていけないかなと思って今回の

質問をしています。 

また、来年から始まる防災ステーション、河川防災ステーションだから河

川の上流については測れるのでしょうが、今回の集中豪雨はどういう形にな

ったのかとか、そういう情報を得られることが必要ではないかと思います。 

最近は、現在の降水量とか気温、過去の降水量とか気温、そういうデータ

を使っていろいろな病害虫発生予測もやっています。そのためにもやはり詳

細なデータ、それを得られることが必要ではないかと思います。 

普段付き合いのある人と気象情報は、本当に今必要ないのだろうかという

話もしてみました。そういう中で、例えば、家から何キロ離れた地点で何ミ

リ降っているという情報は、やはり皆さん欲しいという意見もありました。
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これからこのデータを十分活用するためにも、何とかそういう観測地点を増

やしていけないかと思うのですが、町長のお考えをお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 仕組みについて私もよく分かっていない部分がございます。ご容

赦をいただきたいと思います。 

過去でいいますと、マメダスというのは女満別で平成６年ぐらいに設置を

し始めたと思います。そのときにはアメダスの小型版だということで、日本

気象協会がそういったものを設置しておりましたので、結果的にその気象情

報、雨量だとか気温だとか風速、風向だとか、そういったものなどについて

は、日本気象協会さんと提携をして、そこからの情報しかもらえない。精度

の問題なのでしょうし、感じ方もあるかと思いますが、だんだんといろいろ

な民間事業者の提供も増えてきたと。更にその観測点ばかりではなくて、衛

星などからいろいろなものが情報として出てきて、言えばそこと契約をする

のか、別の民間事業者の天気予報屋さんと契約をするのか、そういうことの

取捨選択というものも、例えば、地点を作っていくということであっても、

必要になってくることではないか、そこのところはどのように整理ができる

のかなと、どこの会社と契約して情報をもらうか、データをもらうかと言う

ようなことも課題としてあるのではないかなと、今話を聞いて思いました。

大変たくさんございますので、そういったところも今後の一つ課題ではない

かと思います。 

先ほども言いましたように否定しているわけではございませんので、そう

いう高度な技術革新の中で使い方をされるということであれば、やはり実際

にその農業者の方々、農協さんのような大きな経済団体がございますので、

そこが一元的にそういう情報管理をしながら、お使いいただく、設置につい

て主体的に動いていただくということが望ましいのではないかなと感じてお

ります。ただ、町の中心的な産業であります農業であります。そういったこ

とから、町としてお手伝い出来るところ、ご支援が出来るところということ

については考えてまいりたいなと思っております。是非、そういう中でお話

がまとまれば、私どもも十分協議させていただきたいと思います。 

もう一つは、河川防災ステーション、確かに今、国と町とで設置をしたい

ということで進んでいます。まだ十分詳細の設計が出来ておりませんので、

今後確認をしてまいりたいと思いますが、それに関連して、そういったよう

な観測地点が、どの程度整備されることが可能なのか、出来るのか出来ない

のか、出来るとすればどの程度の範囲にわたって可能なのかということにつ

いては、探ってまいりたいと思いますし、そういった防災の視点から町とし

て管理をしていかなければならないものというのは出てこようかと思います。

そういったものにつきましては、町として若しくは今回の河川防災ステーシ

ョンとの絡みでいけば、国として整備が出来れば、そこのところについては

積極的に取り組んでいきたい。更にそういったものを先ほど言った農業の分

野と連携させて、そのデータを共有していくことが可能であるとすれば、そ
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ういったことについても取り組んでは行きたいと思っているところでござい

ます。 

今後、農業団体の皆さん方とも、この件についてはご相談をさせていただ

きたいと存じます。 

 

◇議  長 ５番、原本議員。 

 

◇原本議員 はい、５番。先ほどちょっと申し遅れたのですが、全部調べたわ

けではないのですが、例えばきたみらい、あそこは農協が主体的に運営して

いるのですが、きたみらいはアメダス地点と農協独自で観測機器を使った地

点を６カ所ぐらい設けた中で一元化してきたみらいの管内の降水、いろいろ

な地点の降水量とかいろいろな気象情報が得られるような形をして業者に委

託しているのだと思いますが、病害虫情報を出したりもしています。 

この気象データは農業が一番使うと思いますが、土木工事の方にも十分使

っていただけると思います。たまたま大空町には二つ農協があります。農協

やほかの機関とも協議のうえ、何とか整備していただけないかと思い、今回

の一般質問を終わります。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 気象情報は確かに農業ばかりではなくて、ほかの業種でも使われ

ることと思いますが、先ほど言ったような使い方ということであれば、例え

ば建設業の方々などは降った結果というよりは、予報を重要視されていらっ

しゃるのではないかと。そのような中では、いろいろ今情報があるというこ

とから、やはり農業を中心に整備するのであれば、話を進めていくことが１

番近道ではないかなと考えます。 

農業関係団体の皆さんにも、このことについて議会の中でもご提案があっ

たということを申し添えながら協議をしてまいりたいと思います。 

それらの経過につきましては、後ほどご報告させていただきたいと思いま

すので、今後ともご指導いただきますようにお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 これにて原本哲己議員の一般質問を終了します。 

ここで昼食のため休憩といたします。再開は午後１時といたします。 

 

（休憩 午前１１時４６分） 

 

（再開 午後 １時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第５、一般質問を続けます。 

次に、２番、三條幸夫議員の一般質問を許します。２番、三條議員。 
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◇三條議員 はい、２番。令和２年第２回定例町議会において、通告書により

一般質問をさせていただきます。 

最初に感染症対策の現状と課題について伺います。すでに広報紙、新聞等

の折り込みで住民の皆さんには数回にわたって感染症防止対策、経済対策等

の一部分が周知されておりますが、今一度、コロナ感染症の現状と今後想定

される対策について、また、住民の皆さんへの協力要請、経済対策、雇用対

策等についてお聞かせください。 

２点目。インフルエンザ、ノロウイルス、ロタウイルス、レジオネラ、セ

ラチア、結核等のほか、子どもに多い感染症の実態と対策について伺います。

すでに新聞等ではコロナ感染症のほかの感染症の話題が取り上げられており

ます。これから夏にかけて、ノロウイルス、ロタウイルス、子どもに多い感

染症が、秋から冬にかけてはインフルエンザが猛威を振るうことが懸念され

ております。コロナ感染症対策等で外出、運動を控え、体力が衰えている事

例があるとしたら、早目に対策を講ずることが必要と考えますが、現況、取

り組み内容について、お聞かせをいただきたいと思います。 

２項目目。女満別湖畔の駐車場で進められております河川防災ステーショ

ンについて伺います。すでに地域住民の皆さんにはお話しされていると思い

ますが、改めて防災ステーションの整備の進捗状況についてお尋ねします。

設置場所については、すでに準備を進められているところですが、多くの町

民の皆さんからは、大雨のとき水に浸かる場所に何故と疑問を持たれる方も

相当数おられます。設置場所を現在のところに決めた経過と地面を嵩上げす

るなどの対策をしっかりと行うので、目的である機能を失うことなく進めら

れるとは思いますが、町長の考えをお聞かせいただきたいと思います。 

また、防災ステーションの活用方法は全国の事例を見ますと多種多様の使

われ方がされています。これから先のことにはなると思いますが、大空町に

おいてはどこまで利活用について検討されているのか。 

また、町と国の経費負担割合、完成後の施設管理、運営、機能分担、維持

補修等を含めて、どの程度町長は把握しておられるのかお示しを願いたいと

思います。 

３点目。指定管理者制度の現状と今後の課題についてお伺いします。多様

化する住民ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に

民間の能力を活用しつつ住民サービスの向上を図るとともに、経費の節減を

図ることを目的に２００３年に創設されました。大空町におかれましてもメ

ルヘン公園、東藻琴乳酪館など多くの施設が指定管理され施設運営が行なわ

れているところです。そこで指定管理者の現状と今後について、改善すべき

課題等を把握されていると思いますが、最近、長年続けられている指定管理

者の中には、人材の確保、教育をするのに非常に苦労していると聞いており

ます。一度退職されるとなかなか補充できない、施設の管理運営に関わり現

場を熟知する職員が減少しているように思います。人材の確保以外でも取り

組まなければならない課題が多々あると思います。どの程度認識して、いか

ようにお考えかお伺いしたいと思います。 

以上、これで私の一回目の質問とさせていただきます。 
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◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 ご答弁を申し上げます。本町では２月２１日に対策準備本部とい

うものを設置いたしまして、４日後の２月２５日に新型コロナウイルス感染

症対策本部を設置したところでございます。対策本部は今までに１７回開催

してございます。 

町民の方への協力要請をいたしまして、本部会議での検討を踏まえ、公共

施設の取り扱い、相談窓口の周知、日常生活の注意点などにつきまして、新

聞や町の広報紙への折り込み、ホームページ、また一斉メール、ＦＭ網走や

地デジ広報などの活用を行いながら、お知らせをしてまいりました。外出自

粛期間が長引いていたことから、自宅でできる体操メニューを載せたり、脳

刺激に役立つミニゲームの行い方、また手づくりマスクの作り方などを職員

自らが作成して、こういったものの情報提供にも努めてきたところでござい

ます。 

コロナウイルスへの対応につきましては、都道府県が主体的に担うとされ

ております。しかしながら、今回町での感染確認の事例への対応を振り返り

ますと、市町村が具体的に動かざるを得ないということを身をもって感じた

ところでございますが、一方でこれらの限界も感じたところでございます。  

感染症の関係でありますが、感染症は法律によりまして１類から５類、更

に指定感染症に分類され、新型コロナウイルスは指定感染症に分類されてお

ります。例を挙げられておりました季節性インフルエンザでありますとか、

感染性胃腸炎など比較的影響が低いとされるものについては５類に分類され

ております。発生状況については、後ほど担当からご説明を申し上げたいと

存じます。町といたしましては、予防接種法に基づきまして定期接種の勧奨

に加えまして、インフルエンザでありますとか、おたふく風邪、ロタウイル

スなど、子どもたちが罹りやすい感染症の予防接種費用の助成を行っている

ところでございます。また、子どもたちの保護者の方々に対しましては、新

生児訪問でありますとか、乳幼児検診の折に個別に対応をさせていただいて

ございます。そのほか健康講話などの機会をいただいた折には、お話をさせ

ていただきまして、こういった予防接種の勧奨を行っているところでござい

ます。 

新型コロナウイルスに伴う経済支援でございますが、３月の定例会におき

まして、まず中小企業振興資金の拡充をお願いいたしました。特別枠として

確保したところでございます。また、３月末の臨時会におきましては、飲食

店応援商品券事業やプレミアム商品券事業への補助の予算を議決いただいた

ところでございます。また、４月にも臨時会の開催をお願いいたしまして、

商工業事業者の持続化支援事業補助金のほか、特別定額給付金の予算化をい

ただきました。更に５月にも臨時会の開催をお願いいたしまして、休業要請

協力金、商工事業者店舗家賃助成についてお認めをいただいたところでござ

います。このたびの定例会で提案をさせていただいております補正予算は、

誘致企業などの皆さん方に対する経営持続化発展応援金、そして飲食店応援
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商品券やプレミアム商品券の第２弾分、更に宿泊支援事業助成金、特産品販

売促進事業の助成金、乗合バス運行継続協力金、貸切バス事業者の方々に対

する緊急支援金などを予定してございます。 

このほか雇用対策といたしまして、バス事業者に対し芝桜公園の環境整備

業務を委託する関係予算を計上しているところでございます。 

新型コロナウイルスに伴います企業倒産等の状況、これは後ほど担当職員

からご答弁をさせたいと思います。今後もこの状況は長引くことが予想され

ております。商工事業者の経営を十分注視しながら、これからも対応してま

いりたいと考えているところでございます。 

続きまして、河川防災ステーションでございます。平成３０年３月、北海

道開発局と大空町におきまして、大空地区河川防災ステーションを整備する

計画が決定されました。平成２７年１０月、翌２８年８月、大雨による被害

が当町で発生しておりますことから、災害時に迅速に対応できる体制の整備

が急務であり、設置することとなったものでございます。これは町から、湖

畔周辺での災害時の拠点施設の整備を国に対しお願いをしてきた経過による

ものでございまして、そこにまとまった用地があったということも大きなポ

イントになったかと思ってございます。水害対策における土砂やコンクリー

トブロックなど緊急用資機材を備蓄するということ、また、災害対策車両を

配置する、そして必要な作業スペースを有する施設となります。実際の水防

活動、私どもの水防活動も支援していただきながら、災害発生時には活動の

拠点として、また、復旧作業の拠点ともなる施設でございます。災害時では

なく平常時には、地域のコミュニティ活動や会議、研修などに活用すること

を想定しておりまして、国と町が連携を図って整備するものでございます。

現時点では国によります用地の取得が完了し、実施に向けた設計が国におい

て進められているところでございます。湖畔地区は観光などで多くの方にご

利用いただくほか、イベントなども開催をされる場所でございます。今後は

隣接する用地を町が取得をいたしまして、駐車場として今までと同じように

利用できる環境も確保することに努めたいと思ってございます。地域住民の

皆さん方にも説明を行い、そして最終的には令和５年度の完成を見込んでい

るところでございます。 

概算の総事業費でございますが約１２億円、現状で考えてございます。こ

のうち町の負担分は２億７，０００万円を想定しております。早ければ今年

の９月から地盤の安定を図るための盛土を行いまして、強制的に沈下させる

施工を来年度まで予定してございます。そうした中で４年度から着手をいた

しまして、５年度中の完成を目指すものでございます。 

議員からご指摘がありました浸水区域ではないのかということでございま

す。ただ、こういったステーションは、災害が起こり得る地域に隣接する形

で施設を整備しなければならないということがございます。災害に迅速に対

応する必要がありますことから、その被害が想定される地域に設置されると

いうことでございます。建設地は確かに浸水想定区域でございますので、先

ほど言いましたように活動に影響が出ないようにしっかりと盛土を行い、そ

して排水対策を講じて整備をするということを考えております。 
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平常時の活用でございますが、施設内に多目的ホール的な要素を併設しよ

うということで概略の設計を行いました。地域の自治会の方々でお使いいた

だいて、集会でありますとか、また全町的にコミュニティの活動、研修会、

更には健診業務なども可能ではないか、更に場所が場所でありまして、目的

もありますので環境や防災教育などを行う拠点ともできるのではないか。更

に湖畔地区でありますので、湿生植物群落や生息動物の紹介など地域の魅力

を発信できる機能も設置できればと思っているところであります。 

私どもの町にあります湖畔地域というのは、市街地に非常に近いという特

徴がございます。そんなことから、この市街地に結果的に近いところに河川

防災ステーションを建設するということで、ほかの地域、道内の地域の中に

はなかなかない地域ではないかなと思っております。更に湖畔は観光や水上

また水中スポーツなどの対応もできる地域でありますので、そういったこと

を考えますと、町として平常時も有効に活用できる場所でもあると、そのよ

うに判断をした訳でございます。 

この施設でありますが、道内では既に１１カ所ございまして、オホーツク

管内にはまだございません。今回私どものところで整備ができれば１２カ所

目となるところでございます。そういった整備の中で観光地としての湖畔で

もありますので、例えば備蓄をする土砂、通常は築山として置いておくわけ

でありますが、その中で、環境にも配慮しながら芝生化をする。また、周辺

の樹木などのことも配慮した整備を心がけていかなければならないものと考

えているところでございます。 

次に、指定管理者制度でございます。指定管理者制度は地方自治法の改正

により平成１５年から設けられた制度でございます。大空町においては、平

成１８年から順次この制度を導入し、現在１９施設において適用させていた

だいております。 

選定にあたっては公募を基本とするものの施設の特性等を考慮し、公募に

よらず指定することもできることとしております。また、選定委員会を別途

組織し、施設を利用する方のご意見をお聞きするなどして選定をしていると

ころでございます。２５年度からはサービスの質の向上を図るためモニタリ

ング制度というものを実施いたしまして、その指定管理の状況がどうである

かの評価を４段階で行っているところでもございます。 

現在、指定管理者として受けていただいている方は、ほとんどが町の関連

団体、第三セクターであったり、法的な法人格を有する方々でございます。

町の産業上、民間の事業者が少なく、そういった意味では競争原理が十分働

いているとは言い難いところがございますが、行政ではできない柔軟で、ま

た迅速な対応を行ってくださっておりまして、住民サービスの向上には繋が

っていると受け止めてございます。 

指定管理料でございますが、公募時に金額を提案していただいております。

また、企業の皆さん方、民間の方々のご努力によって節減が図られる期待も

ございますので、そういったものを単に町に戻してもらうということではな

く、計画払いとして、そういった努力が受けてくださった指定管理者の財源

となるような仕組みとしているところでございます。 
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指定管理者の狙いでありますが、一般的には議員が言われましたように経

費の節減が挙げられることがありますが、私はこの制度を導入してから一貫

として、大空町においては経費の節減には結びつかないであろうと、それよ

りは町民の皆さん方のサービス向上というところにもって取り組んでいくと

いうことをお話申し上げてまいりました。経費の節減を目的として予算を削

減するということを第一に思っているということではございません。私がこ

の制度を導入するべきだと思いましたのは、当時直営で、若しくは業務委託

で管理を行っておりましたが、そういった中で人件費を設定する場合、当時

であれば地方公務員法の制約を受けて、例えば手当を支給することができな

いでありますとか、そういうことがままありまして、働いている方々への十

分な賃金支払いができないということがありました。それを民間の方々にお

願いする中で、そちら側の基準でもって支払いをいただくということが、こ

の制度の中でできるのではないかと考えたところでございます。最近におき

ましては、第三セクター等の賃金の見直しも行っております。更に今年度か

らは、会計年度任用職員制度の導入もありまして、社会全体で働き方や賃金

のあり方が見直される状況となってきました。こういったものを当時考えな

がら、この制度の導入に至ったところでございます。 

更にこの指定管理者制度では諸経費というものの設定がございます。これ

らをもとに指定管理をお願いしている事業者の方々の経営の多角化、更に経

営の安定というところにも結びつくのではないか。第三セクターなどでお願

いをしているところもありますが、そういったところの経営の安定というと

ころにも繋がるものと考えたところでございます。そういうことでございま

すので、先ほど言いましたように結果として経費の節減ではなく、最近は指

定管理料が上昇している傾向にあるのが実情でございます。 

更に当初考えていた訳ではありませんが、結果といたしまして選定委員会

を編成いたしまして、まず利用者の方々にも入っていただきながら選定をす

る、更にモニタリングも行って評価もさせていただく、そこにも町民の方々

にお入りをいただく。更に一つひとつの指定管理にあたって、議会で、この

場でご議論いただいて議決もいただくということでございます。直営若しく

は業務委託の場合には、予算措置がされればそれで終わりということであり

ますが、その指定の内容などについても、この議会の場で議論していただく

ということで、透明性の確保にも繋がっているものと考えてございます。 

ただ最近の傾向といたしまして、これは指定管理の皆さん方ばかりではな

いかもしれませんが、人材の確保というところは大変難しい課題となってき

てございます。今年度から移住・定住支援室を設置いたしまして、ここで無

料職業紹介所の設置をしてございます。こういったところの職員は、こうい

った指定管理を受けてくださっている第三セクターや公的な立場の方々含め

て、民間企業ばかりではなくて、人材の確保そして求人情報の発信や求職者

と事業者とのマッチング等も行うということを考えて設置をしているところ

でございます。ぜひ指定管理における皆様方もこういうところもご利用いた

だきながら、何とか地域全体として、その人材の確保というところに努めて

いきたいと考えてございます。 



30 

 

長くなりました。以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 鈴木福祉課長。 

 

◇福祉課長 １つ目のご質問の中の感染症対策全般の中で、インフルエンザ等

感染症の本町におけます感染症の発生状況についてご説明を申し上げます。  

町内の全数を把握するのは困難でありますことから、確認できた範囲でお答

えさせていただきますことをご了承願いたいと思います。 

まず町内の幼稚園及び町立学校における出席停止を要する感染症の令和元

年度の発生状況でございます。発熱やのどの痛みなどの症状が見られること

が多い溶連菌と呼ばれる細菌による感染症が、４、５月頃や９月に複数確認

されております。夏風邪の一種でありますヘルパンギーナと呼ばれるものが、

８月から１０月にかけて、同じく夏季に多く見られます手足口病も、９月か

ら１０月にかけて複数確認されております。そのほか水疱瘡やおたふく風邪、

リンゴ病と呼ばれます伝染性紅斑、流行性結膜炎、またさまざまな感染症を

引き起こすアデノウイルスによる胃腸炎も確認されております。最も多く感

染が確認されますのはやはり季節性のインフルエンザでございまして、１１

月から２月の冬場に多く確認をされておりますが、少数であるものの５月に

もインフルエンザが確認されているということもございます。 

ご承知のとおり季節性インフルエンザは、子どもに限らず多くの人が感染

する恐れがある感染症ですが、町内医療機関での受診状況を調査いたしまし

たところ、令和元年度１年間で２００件の感染確認がございました。そのほ

か市中感染症と知られるノロウイルスによる胃腸炎も３件確認されておりま

す。これまでご説明申し上げました感染症につきましては、いずれも感染症

法上の５類に分類されるものでございます。 

町内の発生状況につきましては以上でございます。 

 

◇議  長 作田産業課長。 

 

◇産業課長 私からは新型コロナウイルスに関連します企業倒産の状況などに

ついてご説明させていただきます。 

６月１２日現在の、新型コロナウイルスに係る企業倒産件数につきまして

は、全国で２４５件、北海道におきましては１８件発生している状況でござ

います。また、コロナ関連の解雇及び雇い止めにつきましては、見込みも含

めますと全国で１万６，０００人にも上るとなっております。そのうち北海

道では約１，０００人という状況となっております。北海道の数値につきま

しては、東京都、大阪府に続いて３番目となっている状況でございます。ま

た、全国１万６，０００人のうち、非正規労働者は２，３６０人ほどという

推計値で発表されております。業種別では、宿泊業、観光バスやタクシーな

どの旅客運送業、製造業の順で多い結果となっております。 

また、事業所の休業につきましては、飲食サービス業や宿泊業を中心に１，

８９０事業所となっておりまして、その休業により休職などの影響を受けた
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労働者数は３万２，０００人ほどとなっております。 

また、新卒者につきましても就職時期の延期や自宅待機を余儀なくされる

ケースも発生していると聞いております。 

完全失業率につきましては、２００８年のリーマンショック時の５．１％

までは悪化していない状況でございますが、４月で２．６％となっており、

今後、コロナの影響で状況によっては同水準まで悪化するのではという推測

もあるところでございます。 

私の説明は以上でございます。 

 

◇議  長 ２番、三條議員。 

 

◇三條議員 はい、２番。それでは再質問させていただきたいと思います。 

感染症対策で再質問させていただきます。大空町内においては、コロナ感

染症の影響で今説明ありましたが、雇い止め、解雇等の雇用をめぐるトラブ

ルが起きていないのかどうか。もし把握されているのであればお知らせいた

だきたいと思います。 

また、国においては昨年さまざまな公的な支援が行われておりまして、大

空町においても同様に交付金を活用した事業が予定されております。ただ、

こうした事業に公平性の確保が検証されているのかどうか、難しいと思いま

すが考えをお聞かせいただきたいと思います。 

また、ある町が全町民に商品券や飲食店の利用券を全戸に配った事例がご

ざいました。最近になってなるほどなと思ったのですが、国は一律１０万円

の給付を行っておりますが、町は全町民に対して極力いろいろな要請をして

おりますが、なかなか難しいと思いますが、町民に公平に行きわたる何かが

あるかというと中身を見ると見当たらないと思います。すき間があって、い

ろいろな施策を打っていただいたのですが、全く手が届かない、及ばないと

ころがあるということでございます。金額の多少に関わらず全町民に何らか

の形のものがあれば、公平性云々という部分で町民の皆さんからそういった

苦情はないのかなと思うのですが、町長のお考えがあればお聞かせいただき

たいと思います。 

もう一点、国からマスクが大空町内にも６月、最近になってやっと配付さ

れましたが、今さら不要という声が多く聞かれます。貴重なマスクが利用さ

れずに放置されるのであれば、余りにももったいないと思います。すでに設

置しているのかどうか分かりませんが、もし不要となったマスクをボックス

等を設けて提供していただければ、ほかの困っているところに利用できると

考えますが、この辺の対応についてもお聞かせをいただければと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 雇用についてでございますが、実際には細かく今の時点では把握

できていないと思います。ただ、そのことも当然心配でございましたので、

まず３月の時点で、例えば具体的な政策としてお金を使うということではあ
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りませんが、公共工事の期間の延長でありますとか、前払金の拡充というこ

とを直ちに行ったところであります。更には町が関わります先ほど言いまし

た指定管理者、それから事業の受託事業者、それから補助金などを交付して

いる団体に対する補助金や委託料などの支払いについても柔軟に対応するよ

うにということ、通常であれば年に２回に分けていたものを更に細分化して、

更には早い時期に支払いをするということなども行ってきたところでありま

す。併せて、特に指定管理者の皆さん方には、通常、開館している中でいろ

いろな業務をするわけでありますが、閉館になったからといって、そこで働

く人が不要になる、雇い止めをして雇用を抑制するということのないように、

今回のことがあっても指定管理料について削減をするという考え方はないと。

それぞれこの機会に出来ない仕事であるとか、通常の衛生管理含めまして、

清掃業務、管理業務をしっかりとやっていただく中で指定管理料を確保する

ので、しっかりと従業員の方はお支払いをいただきたいとお願いをしてきた

ところでございます。 

もう一つ、公平の観点ですが、これも私、今までの議会などでも申し上げ

ておりました。確かに公平というもの、どういうものかということですが、

一律にすべての方に例えば給付するというのは返って公平ではないのではな

いかなと私自身はそのように考えてございます。今回のコロナウイルスの状

況下でありますが、みんなが大変な状況にあると。誰か特定の方だけが負担

をしたり、頑張ったりするということではなくて、皆さんが少しずつ我慢を

したり、負担をしたりして、この難局を乗り切るということが大切ではない

かと。経営的にも生活的にも困窮をされている方、そういった方はどこにど

んなふうにいるのかと、それらを考えて、できるだけ広範囲に拾い上げてい

くことが必要と。そこを横着して、難しいからといって、ただ単に一律にお

配りするということではないのではないかなと私はこの対策の中で常々考え

てまいりました。 

例えば、中小企業の振興資金、町も利子補給をして拡大をいたしました。

一方で中小企業振興資金の貸し出し元である金融機関にも利率の低減を求め

たところでございます。また、特別定額給付金、他の市町村にはない申請受

理から３日間で支払いをするということであります。他の市町村では２週間

かかるという中で、これも金融機関の皆さん方のご努力をいただいて、こう

いった迅速な対応をさせていただきました。 

また、町の財源だけで、国の財源だけで一律に５，０００円なり１万円の

商品券を配るということではなく、それらの財源をプレミアム商品券なり飲

食予約券ということで、２５％のプレミアムをつけさせていただいたと。結

果的にこれは町民の皆さんに買っていただいて、ご協力をいただいて、そし

て、そういう商工事業者の方々を頑張ってもらおうというところにつなげる

と。例えば、７，０００万円くらいあれば町民１人あたり１万円をお配りで

きるわけですが、もし７，０００万円のプレミアム商品券２５％で出せば、

実際に出回りは３億５，０００万円の経済効果になるということであります

ので、そこは町民の皆さんにご協力をいただくということでございます。 

先ほど言った指定管理者や受託事業者の方々の雇用を確保するということ
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もそうでありますし、今回のこの対策においては商工会の皆さん方が身銭を

切って事務手続きをしてくださったり、また、更に町の不足する部分につい

ての事務経費なども見ていただきました。先ほどの前段のご答弁でも申し上

げましたが、医療や介護の施設の方々のご苦労をいただいておりますし、家

賃の助成についても町が支給するだけではなくて、実際にはオーナーの方々

も更に低減をしてくださっているということで、それぞれ皆さんいろいろな

ご協力をいただいた中でやっております。そんな中で本当に大変な方々にま

ず手当てをするというところを旨として、私は公平というふうに、もって政

策を進めてきたところでございます。ですから一律に対する給付金でありま

すとか、一律のマスクの配布でありますとか、そういったことについては、

今回の大空町の施策としては行っていないという状況でございます。 

国からマスクが全町に届いたのではないのかと推察をしております。我が

家に届いた翌日に新聞でほぼ行き渡ったという記事が出ておりました。我が

家では家内や娘たちに使うかと言ったら使わないということでしたので私が

使わせていただいております。職員に聞きますと、まだ開封していないとい

うこともあります。町として、こういったものをどのように有効活用するか

というところまではまだ考えが至っておりません。ただ、団体の方、すでに

配付を受けている地域の方々などで取り組んでいるところがありますので、

まずはそういったところに、例えば使わないのであれば協力をするというこ

とがあってもいいのではないかなと。更に町内でそういうものを集めて、ど

こかでまとめて使いたいというようなことがあれば、町として旗振り役をす

ることもやぶさかではないなと思っておりますが、まだそこのところまで考

えが至っていないということで申し訳なく思ってございます。 

私の考え方としては以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ２番、三條議員。 

 

◇三條議員 はい、２番。２点目の感染症対策の部分で再質問させていただき

ます。 

インフルエンザ等の対策については、自ら対応できない方が相当数おられ

ると思います。自分でインフルエンザの予防接種をしたり、それらの手続き

をすることができないでいる方は相当おられると思います。 

日ごろから感染症にかからないよう、町のほうでは広報活動とか予防等、

いろんな活動を行政としてやっていただいていると思いますが、更にもう一

度点検をして、１人でも多くの町民の皆さんの健康と命を守るよう、再度確

認をして進めていっていただきたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほどは子どもたちにおける感染症の周知、徹底だとかに特化し

てお話をさせていただきましたが、高齢者の方々などもインフルエンザの予

防接種など、そういった制度もありますし、さまざまなものがございます。 
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この場面ばかりではなくて、ご指摘をいただくのはＰＲが下手だと、その

ように言われます。いろんなことやっているはずなのですが、まだまだ承知

されていないところが多いよ、ということでありまして、町民皆さん方への

周知方法というものは、まだまだ改善の余地があるのではないかなと思って

おります。感染症ばかりではなくて、先ほどの経済対策も然りかもしれませ

ん。そういう中では迅速に、さらに工夫を凝らしながら周知できるように努

めてまいりたいと思います。ご指摘ありがとうございました。 

 

◇議  長 ２番、三條議員。 

 

◇三條議員 それでは２項目目の河川防災ステーションについて、再質問させ

ていただきたいと思います。 

いろいろ設置に至る経過等を町長の説明を聞いて理解できました。 

やはり結構時間をかけて進めている事業ですから、町民の皆さんは、いっ

たいどこまで進んでいるのかと、よく私も聞かれて確認をされますが、やは

り完全に中身が固まってから周知する前に、いろいろ町民の皆さんに情報を

提供して、時と場合によっては施設の中身に対してアイディアをいただいた

りしながら進めていっていただければありがたいなと思います。 

全国の防災ステーションの利活用の事例集をちょっと見ていたのですが、

いろいろな使い方をされているので、早めに町民の皆さんに是非お示しいた

だいて、計画の中に少しでも多くの町民に皆さんの意見も取り入れながら事

業を進めていっていただければと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 了解をいたしました。過去にも湖畔地区ということもありまして、

また、今まで従来町の用地として、駐車場として使っておりました用地のと

ころに建設をするということであり、そんなことで観光協会の皆さん方と意

見交換をさせていただいたこともございました。さらに湖畔地区ということ

で湖畔の自治会の皆さんとも、この内容について経過をご説明したところも

ございました。当然、議員の皆さん方にも、その進捗などについてお話をさ

せていただいているところでありますが、今後もそういった関係する方、町

民、広く皆さん方にお諮りをしていきたいと思います。そんな中で説明、更

にはご意見もちょうだいしながら、更に詳細なところを詰めていきたいと思

ってございます。特に議員の皆さん方には、こういった情報がいち早く伝わ

る部分もございますので、逆に皆様方から、こんな使い方ですとか、こうい

うところの配慮だとかいろいろご指摘あるのではないかと思いますので、そ

ういったところからもご指導いただければありがたいと思ってございます。

ありがとうございます。 

 

◇議  長 ２番、三條議員。 
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◇三條議員 それでは３点目の質問の再質問をさせていただきたいと思います。

指定管理者制度についてでございますが、指定管理者の評価基準表に基づ 

いて対象施設のモニタリングが適切に行われていると思います。現状を把握 

されたときに今後の課題も見えてくるのかなって思ったりもしています。 

先ほど町長から説明いただきましたが、指定管理者制度は順調に推移してき 

たと思いますが、最近になってどうも期限があるがために正職員として雇え

ないということを、あるところで言われたこともあります。期限があって正

職員として雇えないものだから、いい人材を留め置くことができないという

話をいただいたこともあります。 

それともう一つ、賃金も改善していただいているのですが、まだ業種によ

っては賃金の格差が相当あるのかなと思ったり、聞いたりもしております。

当然、賃金の問題がモチベーションの問題、指定管理者そのものがモチベー

ションも下がっていって、次のときは受けたくないといったことにならない

ように今のうちから、何故、私が今の時期にやったかというと、次年度に活

かして欲しいということもあって、今の時期にやらしていただいていますが、

今もいろいろ取り組んでいただいていますが、更にやはり指定管理者のほう

が元気に働いて、本当の公共施設の目的を達成できるように町と一緒に手を

組みながらやっていくという当初の目的に沿って行けるように、更にもう一

度前向きに改善する余地はあると思います。それを点検していただきながら、

取り組む意思を町長にもう一度確認させていただきたいと思います。よろし

くお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 過去にも同様なご質問をいただきまして、そんなこともありまし

て賃金、基本となる金額の見直しなども行ってきたところでございます。 

お願いをしたいのは、町が一方的に決めることではございません。先ほど

言いましたように指定管理のときには事前に公募に応じる方、指定される方 

々から、まずは一定程度の考え方、賃金も含めた指定管理料の積算の考え方

というものをいただきます。その中で通常の予算査定と同じような形式には

なりますが、通常であれば４月からの指定管理については１２月の定例議会

で議決をいただく形になりますので、通常の予算編成よりも前倒しで金額に

ついて精査をさせていただくと。先ほど言いましたように何とかしてくれ何

とかしてくれと、過去でいいますとそういう事例もありました。こちら側か

ら一方的に全部何かをするということばかりではなくて、実際に受けられて

いる方々の状況でまずはご提案もいただき、実際にはそこでさまざまな協議

をさせていただくわけでございます。そのような中で、私どもも理解ができ

れば、そういうところに今までも引き上げてきていると感じてございます。 

ただ、先ほど言いましたように最近どんどんと高騰してきております。更

にそこに諸経費なども加えていきますと、最近の財政担当に言わせますと、

町長、物件費が上がっているんですと。どこだと聞くとやっぱり委託料だと

いうこともあります。そのような中では私どもの１番の悩みどころだと思っ
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ております。ただ、先ほど言ったように人材確保という観点から考えますと、

そのことも大きなポイントといいましょうか、点になるかと思ってございま

す。ですので、そういったところもこれから十分配慮していかなければなら

ないと思ってございます。 

もう一つは、私どもからすると確かにそうではあるのですが、ちょっと言

い訳に聞こえるのは、いやいや何年続くか分からないから雇えないんだと、

ただ今までのような直営であっても、それから業務委託であっても、業務委

託はもっと言えば１年契約でございますから、更に、もっと不安定ではない

かと。それを３年なり５年、まずはしっかりとした形で約束をさせていただ

いて、そして契約を結ぶわけですから、今までよりは更にそのほうが良いの

ではないかと思っておりますので、ぜひ頑張って良い人材を事業者の方々も

確保していただければなと思っております。 

更に先ほど言ったモニタリング制度の中で、この先どうなるか分からない

と言いますが、そこでの評価が高ければ、希望されているにも関わらず他の

ところに指定管理がいくということは、通常私どもで考えるとないのではな

いかなと思いますので、そういった皆さん方の仕事の延長線が、また次の仕

事につながるということになるということも事業者の方々にもご理解をいた

だければと。私どもはそうなるために、また財源などについて工夫を凝らし

ながら、そういうところをしっかりと一緒になって継続できるように努力を

していきたいなというところでございます。 

 

◇三條議員 はい、終わります。 

 

◇議  長 これにて三條幸夫議員の一般質問を終了します。ここで１０分間

休憩します。 

 

（休憩 午後１時４８分） 

 

（再開 午後１時５８分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第５、一般質問を続けます。 

次に、１番、後藤忍議員の一般質問を許します。１番、後藤議員。 

 

◇後藤議員 はい、１番。令和２年第２回定例会、通告に従い一般質問を始め

ます。 

マイナンバーカードについてであります。今回の新型コロナウイルス感染

拡大を受けた緊急経済対策の措置として、特別定額給付金の申請方法の一つ

であるマイナンバー制度を使ったオンライン申請が注目を集めました。 

国は以前より、マイナンバーカードを活用した新たな国民生活・経済政策

インフラの構築を推進しており、マイナンバーカードの普及とマイナンバー

の利活用の促進に関する方針の政府決定を踏まえ、安全安心で利便性の高い
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デジタル社会をできる限り早期に実現する観点から、令和３年３月よりマイ

ナンバーカードの健康保険証としての利用を開始し、令和４年度中には概ね

すべての医療機関での利用環境の整備を目指すこととされました。また、こ

れを踏まえ令和４年度中にはほとんど住民がマイナンバーカードを保有する

ことを想定し、普及を進めることとしています。 

また、今年９月からプレミアム率が２５％のマイナポイントによる消費活

性化策が始まる予定となっており、申請、交付が急速に拡大することが予想

されています。 

１点目の質問といたしまして、大空町のマイナンバーカードの申請、交付

状況について伺いたいと思います。 

２点目として、国ではマイナンバーカードの取得を促進していますが、大

空町として何か考えているのか。 

以上２点、町長よりご答弁お願いしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 マイナンバーカードについてでございます。マイナンバーそのも

のは行政手続きを行ううえで個人識別が必要なときに使う個人番号のことを

いうわけでございます。平成２７年１０月に国内に住民票があるすべての方

に対して、このマイナンバーというものの通知が行われました。翌２８年１

月からマイナンバーカードの交付が受けられるようになったわけでございま

す。マイナンバー制度の対象としている分野は社会保障、税、災害対策に限

定されております。災害時に行政等が被災害者支援に利用することを想定い

たしましたり、企業が社会保障分野と税分野での活用を図ったりしているの

が現況でございます。マイナンバーは悉皆性、唯一無似性、視認性を特徴と

しており、氏名、住所、性別、生年月日の４情報から成り立っております。 

大空町における交付は、現在６０４枚、人口に比して８．３％となってご

ざいます。細かな内容については、後ほど担当から説明を申し上げたいと思

います。 

このマイナンバーカード、取得が進んでおりません。その理由に取得の手

間と利便性の低さというものが一般的に言われております。また、個人情報

の流出を心配する声もあり、進まないものだと思ってございます。実際に申

請から交付まで約１カ月程度かかりますし、受け取りのためには平日に役場

までお越しいただかなければなりません。また、身分証明書としての活用も

あるわけでありますが、免許証でありますとかその他のものもございまして、

代替性が無い訳でもないということから、なかなか進まない。更に情報が漏

れてしまうのではないか、そういう心配の向きもあって進まないということ

ではないかと考えております。 

そんなことから議員のおっしゃりますように、国は普及拡大につけてカー

ドの所有者に買い物用のポイントを付与するマイナポイント事業というもの

を、今年９月から実施をするということで盛んにＰＲをされております。昨

日、私のスマートホンにもカード会社からマイナポイントの登録事業所にな
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りましたというメールが送られてまいりました。保存しようと思いましたら

間違えて消してしまいましたので、もう一度送られてこないかなと、正直そ

んなふうに思ってございます。なかなか私のような高齢になった者が、そう

いったものから申請するという難しさもあるのだなと実感をしたところでご

ざいます。 

更にご指摘のように、健康保険証としての利用を来年３月から始められる

ということであります。これらの対応によりまして、国としては取得が進む

ものと考えているようでございます。また最近、総務大臣が口座とマイナン

バーを登録できる制度にすれば、迅速な給付や行政コスト削減が可能だと、

そういったことをおっしゃっております。更に国として、今後はお薬手帳で

ありますとか介護保険被保険者証、母子健康手帳、障害者手帳、ハローワー

クカードなどの活用などについて考えているようでございます。 

現在、大空町の町民の皆さんがマイナンバーを使用されている例というの

は、確定申告でありますとか今回の特別定額給付金の申請くらいではなかろ

うかなと思っております。 

今回の特別定額給付金について、実際の申請件数は４０件でございまして、

実際にお持ちの方の６％ということでございました。現状はお持ちではあり

ますが身分証明書としての活用に留まっていて、なかなか利用までには至っ

ていないという現状かと思います。 

他の市町村などを見てみますと、コンビニでの各種証明書の交付に使える

だとか図書館の利用者カードとして使うでありますとか、また企業の方々含

めて職員証というのでしょうか、身分証といったものをこのマイナンバーカ

ードにするということもありますし、自治体が独自にこれを活用してポイン

トを付与したり、クレジットカードのポイントを自治体ポイントに変換した

りとか、また商店や公共施設で使う、さらにオンラインの通販サイトで使え

るようにすると、そのような活用をされているところもあるということで情

報収集してございますが、現状、大空町については具体的な検討に至ってい

ないというのが現状のところでございます。  

活用をどのように考えられるか、先ほどの先進事例ももちろんあるわけで

ありますが、必ずそこには費用が発生してまいります。投資に見合うだけの

利活用ができるかどうかというところも課題になってくるであろうと思いま

す。ただ、今まで町といたしましては、取得についての普及活動、積極的な

勧奨というものをしてきませんでした。しかし、それでは活用を考える前提

が崩れてしまいますので、今回の国の取り組みに沿って、町も今後この取得

の促進を図ってまいりたい、そういう中で普及率が上がれば当然いろいろな

ことを考えた中でも、費用対効果の見合うものになるのではないかと思って

おります。独自サービスを展開するためにも、まずは普及を進めるというと

ころをもって臨んでまいりたいと考えているところでございます。 

以上、ご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 阿部福祉課参事。 
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◇福祉課参事 一つ目の質問にございましたマイナンバーカードの申請、交付

状況について申し上げたいと思います。 

大空町におけますマイナンバーカードの交付者の内訳でございますが、男

性が約６割、残りの４割が女性となってございます。外国人の方の交付につ

きましても３名行っているところでございます。 

なお、申請件数につきましては、本年５月末現在で６７２件でございまし

た。申請手続後にお亡くなりになられた場合ですとか、転出などから交付の

取り消しをされた方が２６件ほどございますが、そのほか申請中でカードが

届いていない方や申請をしたもののまだ取りに来られていない方がいらっし

ゃる状況でございます。 

交付につきましては平成２８年１月１日から始まってございまして、平成

２７年度におきましては２１８名、平成２８年度におきましては２００名、

平成２９年度が５５名、平成３０年度につきましては２６名と年々減少傾向

にございましたが、令和元年度には７８名と、そして本年度は特別定額給付

金においてマイナンバーカードを活用した申請が可能であったことから、２

カ月で２７名に交付しているところでございます。 

年代別に言いますと６０代以上が最も多く５７．８％、次いで５０代で１

６．７％、４０代が８．６％、３０代が６．３％、２０代が６％、１０代が

３．６％、１０代未満が１％となっており、年代が低くなるにつれ交付者が

減ってきている状況でございます。 

６０代以上の方の申請が多い理由といたしまして、本人確認に使用します

公的な身分証明書は、原則本人の顔写真がついている物の提示が求められま

す。顔写真のない身分証明書の場合は２点の提示を求められます。運転免許

証を返納してしまった場合だと、顔写真がある身分証明書はパスポートや写

真つきの身体障害者手帳、写真つきの住民基本台帳カード、在留カード、特

別永住者証明書、マイナンバーカードなどがありますが、どれも持ち合わせ

てない場合につきましては、２点の提示を求められます。なお、会社での身

分証明書や公の機関が発行した資格証明書で顔写真がついているものであっ

ても、その証明書１点で良いとされていない場合もございます。健康保険証

以外に身分を証明できる書類がないことから、１点の提示で身分を証明でき

るマイナンバーカードを取得するケースが多いものと考えるところでござい

ます。 

説明につきましては以上でございます。 

 

◇議  長 １番、後藤委員。 

 

◇後藤議員 はい、１番。１点目の大空町のマイナンバーカードの申請、交付

状況については詳しく教えていただきました。ありがとうございました。 

２点目について再質問させていただきたいと思います。取得促進を進めて

いただけるということですが、今回９月から始まるマイナポイントに対して、

マイナポイント手続きスポットとして近隣市町村は予約支援、その中でマイ

キーＩＤ設定支援というのがあるそうなのですが、そういうことも受けるよ
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うなことができるようですが、大空町も今後支援業務を行う予定はあるのか

伺いたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私も十分承知しておりませんでしたので、今回のこの一般質問の

中で確認させていただきました。 

議員が言われますマイナポイントの手続スポット、管内でまだ設置してい

ないのは私どもとその他２町村ということで、３つの中にうちが入っている

ということでございました。担当に確認しますと調査がありまして、今現在

やってらっしゃいますかということだったので、まだやってないですがと言

うと、やってないというランク付けでやっていないということでの公表にな

ったようでございます。 

そういったことでありましたので、今後、国がマイナンバーカードの取得

を積極的に行うと、先ほど言いましたようにこの機会に町も併せて勧奨して

いこうということでございますので、今月中には、こういったスポットを作

りまして、その交付の手続きのお手伝いするというところをやっていきたい

と考えてございます。具体的には写真が必要でございますので、そういった

ものの撮影でありますとか、またその書類の使い方、場合によってはパソコ

ンやスマートホンから申請もできますので、そういったものの操作、そうい

ったものを町の職員がお手伝いをしながら設定をするというようなことをし

ていきたい、そういったことを町民の皆さんにＰＲをしていければと思って

ございます。 

先ほど言ったように、すぐさま町として独自のカードの活用というところ

には至りませんが、例えば今、一方で運転免許証の返納などの補助金を出し

てお願いをしておりまして、当初考えていたよりも多いような状況でござい

ます。そういった方々に対して、こういったマイナンバーカードなどを併せ

てお手伝いをしながら、交付をさせていただくと。現在は作成する段階では

無料ということでございますので、経済的な負担はありませんが、なかなか

面倒だなと思われる向きもあるのではないかと思いますので、例えばそうい

った中で補助金は補助金としながら、こういったカードが身分証明書の代わ

りになりますよというようなものをお伝えしながら作らせていただくお手伝

いをさせていただくというのも一つではないかなと考えているところでござ

います。今月中に設置をしてまいりたいと思います。 

 

◇議  長 １番、後藤議員。 

 

◇後藤議員 はい、１番。申請に対して、スポット事業に対して、町のほうも

いろいろ前向きに窓口を開設してやっていただけるということで、ぜひお願

いしたいと思います。 

また、写真撮影におきましては、写真館もありますので、何か今すぐには

私も気付かないですが、写真館二つと何かそこら辺ができるものがあるよう
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であれば、やっていただければ幸いだと思います。 

今回この質問に至ったのはマイナポイントばかりではなくて、現在町内の

事業者の皆さんは新型コロナウイルスに起因して経営に影響を受けていらっ

しゃいます。商工会と連携を図っていただき、町民の皆様がこのマイナポイ

ントを利用され、幾らかでも町内消費の一助となることを期待したいと思い

ます。マイナポイントの利用がキャッシュレス決済であることから限られた

方たちの利用に留まると思いますし、また、町内の事業者でキャッシュレス

決済対応していない店舗が大半であるとも考えられます。 

今回、昨日ですが国の２次補正予算が成立いたしまして、地方創生臨時交

付金として２兆円の増額が決定いたしました。臨時交付金の取り組みとして

キャッシュレス決済端末の普及に活用できるのか分かりませんが、観光も推

進する大空町にとっても希望する事業者があれば、町としても商工会と連携

を図りながら支援の検討なども図っていただければと思いますが、もしそれ

についてお考えがあればお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 昨日、国の２次補正予算が決定したということでございます。１

次補正の折に１兆円規模の地方に対する地方創生臨時交付金というものが設

定をされ、そのうちの７，０００億円が具体的に地方単独事業としての配布

となり、大空町には７，５５０万円という内示をいただいたところでござい

ます。単純に２兆円になりましたから、これの倍ということではないだろう

と。その後の議論の中では、実際に矢面に立って休業要請などを行った都道

府県にもう少し厚く配分をするべきであるとか、また、医療機関などを運営

している自治体などについての配分を厚くするだとかいう議論がありますの

で、幾らになるのかはまだ分かってございません。通知がない状況でござい

ます。  

ただ、私が思いますのは、１次補正のときに７，５５０万円でしたが約１

億６，０００万円程度の事業計画を出して、さらにこの議会も含めて提案を

させていただいている部分が多数ございます。当然、町も更に財源を出して

いかなければならないと。今回１次の補正予算で出た部分の７，５５０万円

を超えた分については、今現在は町の単独費となっておりますが、この２次

補正の予算が充てられれば、それはそれでありがたいと思っておりますが、

ただ単にその財源に充てられればよいということではなく、この２次補正の

予算というものは、今までの感染症の予防対策であるとか経済対策、生活支

援対策以外に、次の新しい生活をどのように築いていくのか、そういうとこ

ろに使わなければならない予算ではないかと考えてございます。ですので、

先ほどもご答弁の中で言った新しい教育のあり方であるとか、生活のスタイ

ルをどのように変えていくのかとか、例えば、ご商売のやり方もどういうと

ころを工夫して、変えていくことによって、今後その新しい生活というもの

が見えてくるのか、そういうところを考えた内容の使い方をしていかなけれ

ばならないのではないかなと思います。まだ具体的な内容にまでは至ってお



42 

 

りませんが、そういったものの中に、今回、議員がご指摘いただいた新しい

決済の仕方、そういったものも当然議論が出てくるのではないかと思ってい

ます。具体的にそこまで踏み込めるかどうかはまだ分かりませんが、そうい

う視点を持って取り組んでまいりたいと考えてございます。 

まずは国のマイナンバーカードの取得、そこを私どもも本気になって取り

組んでいくというところからスタートさせていただきたい。併せて、その仕

組みづくりについては、今後いろいろなアイディアがあれば、またご指導い

ただければ大変ありがたいなと思うところでございます。よろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 １番、後藤議員。 

 

◇後藤議員 はい、１番。最後になりますが、国はマイナンバーカードを活用

した新たな国民生活・経済政策インフラの構築を推進しておりますが、現在

のところマイナンバーカードのメリット及び必要性を余り感じないのが現状

だとは理解できます。総務省の行政評価局企画課の資料、マイナンバーカー

ド普及・利活用に係る積極的取組事例集では、一部の地方公共団体で先行的

に取り組まれている活用事例を私も見ましたが、自治体の人口規模が大空町

と明らかに違い、例えば大空町でマイナンバーカードを活用した行政サービ

スを行うとした場合に、住民の需要に対する費用対効果は疑問を感じざるを

得ません。 

しかしながら、今回のコロナ禍の報道などでは、経済界の方たちが、半ば

強制的にデジタル化は進んでいくという発言をよく耳にするようになりまし

た。町のご努力もあり情報通信基盤の整備、スマート農業の推進、教育のＩ

ＣＴ化など急速にデジタル化が図られていく大空町にとりまして、将来を見

据えますと、道内でも先進的デジタル化が進んでいることは、移住、定住も

含め、これからの時代には非常に魅力的な町になると思います。  

現状ではマイナンバーカードの行政での利活用は考えられないと思います

が、時代の流れにより、マイナンバーカードを活用した行政サービスに移行

するときに、先ほども取り組んでいただけるとはおっしゃっていただきまし

たが、スムーズに移行できることも鑑み、町としても町民のマイナンバーカ

ードの取得に向けて、事務もなかなか混雑をしたりすることもあるかもしれ

ないですが、前向きによろしくお願いしたいと思います。 

以上で質問終わります。 

 

◇議  長 山下町長 

 

◇町  長 マイナンバーカードではございませんが、過去に例えばコンビニ

エンスストアにおける納税の取り扱いとかを検討したことがございました。

そうしますと、ほとんど私どもの町では口座振替になっていて、実際の徴収

する額の、更にそのうちの一部がコンビニに収納され、いろいろ想定すると、

大体年間５０万円程度ではないかと、それでも利便性が高まるならと思った
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ことがありましたが、そういったシステムを作るために１００万円かかると

言われて断念したことがございました。ひょっとしたら今時点では、いろい

ろな独自サービス考えてみても、先ほど言った単純に目の前に出された金額

だけを見れば、極わずかの方々のために何がしかの経費をかけなければなら

ないということで悩むときも出てくるのかと思います。 

ただ、先ほど言われましたように社会の大きな流れの中で、場合によって

は行政として社会的役割を担っていかなければならない場面もあるのではな

いかと感じます。具体的に、これからの検討ですから、どんなサービスが考

えられるかというのは、まだまだ分かりませんが、そういったものは単純に

費用対効果イコールだけではなくて、将来の在り方というところも踏まえて

判断をしていかなければならないのではないかという気もいたしました。 

これからはそういった取り組みも進めてまいりますので、その中でアイデ

ィアなどあれば、またご指導いただければありがたいと思います。 

よろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 

 

◇後藤議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて後藤忍議員の一般質問を終了します。 

これで一般質問を終わります。 

以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。大変お

疲れ様でした。 

 

（散会 午後 ２時２４分） 
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                    令和２年６月１９日 
 
                     大空町議会議長  近 藤 哲 雄 
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（開会 午前１０時００分） 

 

◎開会、開議宣言 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから、令和２年第２回大空町議会定例会、第２日目の会議を開き

ます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定によって、議長において１番、

後藤忍議員及び２番、三條幸夫議員を指名します。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。

事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１２名全員であります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付して

いるとおりであります。なお、職務の都合により、一部に異動がある場合が

ありますことをご了承願います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第２ 同意第５号から日程第２５ 同意第２８号 

◇議  長 日程第２、同意第５号、大空町農業委員会委員の任命についてか

ら日程第２５、同意第２８号、大空町農業委員会委員の任命についてまでの

２４件は、いずれも委員任命同意の議案でありますので、この際、一括議題

といたします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。山下町長。 

 

◇町  長 ただいま一括上程されました、同意第５号から同意第２８号の大

空町農業委員会委員の任命につきまして、提案理由をご説明申し上げます。 

現在の農業委員会委員が本年７月１９日に任期満了となりますことから、

本年３月１日から３月３１日まで、推薦、応募により募集を行ったところで

あります。その結果、条例に基づく委員定数２４名に対し、２４名の方が推

薦されました。その内容につきまして、大空町農業委員会委員選考委員会で

審査を行い、全員が適任とされたところであります。 

本案件につきましては、今回推薦された２４名の方を新たに農業委員会委

員として任命いたしたく、ご提案を申し上げるものであります。 
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なお、個別の内容につきましては、担当者から説明をさせていただきます。 

何とぞご同意を賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 作田産業課長。 

 

◇産業課長 議案書１ページでございます。同意第５号、大空町農業委員会委

員の任命について。大空町農業委員会委員が、令和２年７月１９日をもって

任期が満了するので、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により、

次の者を委員に任命することについて議会の同意を求める。令和２年６月１

８日提出、大空町長、山下英二。 

記、住所、北海道網走郡大空町女満別西５条３丁目６番５号。氏名、福田

重幸。生年月日、昭和２９年３月２１日。 

以降、同意第６号から同意第２８号につきましては、前段の文章を省略し、

同意を求める者の住所、氏名、生年月日につきまして申し上げます。 

なお、ご本人の経歴につきましては、お手元に配付してございます議会定

例会参考資料の１ページから４７ページに掲載してございます。併せてご覧

いただきますようよろしくお願いいたします。 

次に３ページの同意第６号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町東藻琴５３３番地の６。氏名、増子昭雄。生年

月日、昭和３９年４月１６日。 

次に５ページの同意第７号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別大成１６２番地の５。氏名、渡邊恵二。

生年月日、昭和４２年１１月２７日。 

次に７ページの同意第８号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別中央１４３番地の４。氏名、仲西政克。 

生年月日、昭和５１年５月２７日。 

次に９ページの同意第９号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町東藻琴大進１４０番地の２。氏名、遠藤哲也。 

生年月日、昭和４５年１０月１１日。 

次に１１ページの同意第１０号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別住吉８５０番地の１。氏名、髙橋敬義。 

生年月日、昭和４２年４月１日。 

次に１３ページの同意第１１号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別本郷２２６番地の３２。氏名、伊藤博幸。

生年月日、昭和３９年１１月２８日。 

次に１５ページの同意１２号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別豊里４１６番地。氏名、斎藤宏幸。生年

月日、昭和４８年２月２８日。 

次に１７ページの同意第１３号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別日進２５番地９。氏名、福田英信。生年

月日、昭和４１年１１月１１日。 

次に１９ページの同意第１４号でございます。 
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住所、北海道網走郡大空町東藻琴５６５番地の２。氏名、森英章。生年月

日、昭和３８年１１月２６日。 

次に２１ページの同意第１５号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別朝日２８６番地の４。氏名、佐野一義。 

生年月日、昭和３６年６月１８日。 

次に２３ページの同意第１６号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町東藻琴西倉１８３番地の２。氏名、真鍋剛。生

年月日、昭和３７年１月２１日。 

次に２５ページの同意第１７号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別大東１７番地。氏名、長尾照幸。生年月

日、昭和３６年３月１６日。 

次に２７ページの同意第１８号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別巴沢２４８番地の１。氏名、上田英樹。 

生年月日、昭和４３年３月２３日。 

次に２９ページの同意第１９号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町東藻琴山園２０４番地。氏名、佐久間仁。生年

月日、昭和４４年１２月１４日。 

次に３１ページの同意第２０号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別開陽２６６番地の８。氏名、渡辺誠。生

年月日、昭和４２年１月２日。 

次に３３ページの同意第２１号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別湖南９３番地の５。氏名、石田正俊。生

年月日、昭和３６年１０月２３日。 

次に３５ページの同意第２２号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町東藻琴明生４０９番地の２。氏名、原本勝広。

生年月日、昭和４７年１２月２８日。 

次に３７ページの同意２３号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別住吉４１８番地。氏名、森賀祐司。生年月 

日、昭和３７年３月２５日。 

次に３９ページの同意第２４号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町東藻琴千草７１番地の４。氏名、丹羽真治。生

年月日、昭和３４年３月４日。 

次に４１ページの同意第２５号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町東藻琴新富２４４番地の６０。氏名、小川一浩。

生年月日、昭和４９年３月１７日。 

次に４３ページの同意第２６号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町東藻琴福富１７９番地の２。氏名、岡本シゲ子。

生年月日、昭和３０年３月３日。 

次に４５ページの同意第２７号でございます。 

住所、北海道網走郡大空町女満別大東１６４番地の１４。氏名、石原せつ

え。生年月日、昭和３３年２月３日。 

次に４７ページの同意第２８号でございます。 
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住所、北海道網走郡大空町東藻琴末広６５番地の５。氏名、佐藤廣治。生

年月日、昭和２６年６月２０日。 

以上、２４名につきまして、農業委員会委員として適任者であることから

ご同意を求めるものでございます。提案理由をご説明させていただきました

ので、ご同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから同意第５号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第５号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第６号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第６号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第７号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第７号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第８号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第８号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第９号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第９号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１０号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第１０号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１１号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第１１号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１２号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第１２号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１３号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第１３号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１４号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第１４号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１５号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第１５号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１６号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第１６号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１７号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第１７号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１８号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第１８号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１９号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第１９号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 
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これから同意第２０号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第２０号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２１号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第２１号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２２号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第２２号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２３号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第２３号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２４号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決し 

ます。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第２４号、大空町農業委

員会の委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２５号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 
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お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第２５号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２６号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第２６号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２７号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第２７号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２８号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決しま

す。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第２８号、大空町農業委

員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

 

◎日程第２６ 議案第４４号 

◇議  長 日程第２６、議案第４４号、物品の購入についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。高島建設課長。 

 

◇建設課長 議案書４９ページです。議案第４４号、物品の購入について。 

次のとおり、物品を購入したいので、地方自治法第９６条第１項第８号の

規定により議会の議決を求める。令和２年６月１８日提出、大空町長、山下

英二。 

記、１、購入する物品の種類及び数量、水道メーター（更新用）。隔測電

子式水道メーター１３ミリ、３７３台。隔測電子式水道メーター２０ミリ、

１４７台。隔測電子式水道メーター２５ミリ、２２台。隔測電子式水道メー
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ター４０ミリ、４台。隔測電子式水道メーター５０ミリ、４台。隔測電子式

水道メーター７５ミリ、１台。 

２、購入の方法、指名競争入札。 

３、購入の金額、６８６万５，２１０円。 

４、購入の相手方、大空町東藻琴３９２番地１４、東陽設備有限会社、代

表取締役、児玉利廣。 

今回の購入する物品は、上下水道使用料金の算定をするためのメーター器

の購入となっております。給水栓毎に設置するものでございます。更新につ

きましては、計量法に基づき８年ごとの更新が義務づけられていることから、

購入するものであります。 

購入に係る入札につきましては、令和２年６月２日に指名競争入札により

実施し、６月３日に仮契約を行ったところであります。 

納入期限につきましては、令和２年７月３１日としております。 

指名競争入札に係ります指名業者につきましては、有限会社ヤマニ・カシ

ハラ、株式会社朝鳥商店、榊原工業所、株式会社朝鳥商店、東陽設備有限会

社の５者により入札を執行いたしました。入札の結果、東陽設備有限会社が

落札したところであります。 

契約の金額は６８６万５，２１０円。うち消費税及び地方消費税の合計額

は６２万４，１１０円となっております。 

大空町議会定例会参考資料４９ページ下段に購入予定の隔測器とメーター

器の図面を掲載しておりますので、ご参照願います。 

なお、購入に係る契約につきましては、議会で議決をいただいた後、本契

約を締結するものであります。 

以上、ご説明申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。２番、三條議員。 

 

◇三條議員 はい、２番。教えてほしいのですが、メーター器の購入を今回さ

れて、このメーター器はこれから取り替えを進めていくと思いますが、この

業者が工事をするわけではなく、工事は改めて別に発注するということです

か。 

 

◇議  長 高島建設課長。 

 

◇建設課長 三條議員の質問にお答えいたします。今回の案件につきましては、

メーター器の購入でございます。取り替え工事につきましては、メーター器

の購入に併せて発注を予定しております。以上です。 

 

◇議  長 ２番、三條議員。 

 

◇三條議員 はい、２番。このメーター器は今年度中に工事を行って、完了さ
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せるだけのメーター器の量なのでしょうか。そこをもう一度お答えいただき

たい。 

 

◇議  長 高島建設課長。 

 

◇建設課長 今回の購入物品につきましては、計量法に基づく８年の更新とい

うところで説明させていただいておりますが、更新が必要な箇所のみの購入

となっておりまして、臨時的に交換が必要なところにつきましては、この契

約の中には入ってございません。以上でございます。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

（暫時休憩 午前１０時３０分） 

 

（再  開 午前１０時３０分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。高島建設課長。 

 

◇建設課長 説明に不足がございましたので、改めまして説明させていただき

ます。今回の案件につきましては、物品の購入のみとなってございまして、

設置工事につきましては、これから物品の納品に併せて別工事で設置工事を

発注予定となってございます。以上です。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４４号、物品の購入についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第４４号、物品の購入に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２７ 議案第４５号 
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◇議  長 日程第２７、議案第４５号、物品の購入についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。高島建設課長。 

 

◇建設課長 議案書５１ページです。議案第４５号、物品の購入について。 

次のとおり、物品を購入したいので、地方自治法第９６条第１項第８号の

規定により議会の議決を求める。令和２年６月１８日提出、大空町長、山下

英二。   

記、１、購入する物品の種類及び数量、除雪ドーザ１台（１３トン級）。 

２、購入の方法、指名競争入札。 

３、購入の金額、３，２４５万円。 

４、購入の相手方、北見市東相内町９３４番地３、北海道川崎建機株式会

社北見支店、支店長、浅野明広。 

現有車両は平成１１年度に購入し、購入から２０年が経過しております。

重要部品の交換が必要となる修繕につきましては、メーカーからの部品供給

が１５年で終了していることから、修繕期間が長期となり、除雪体制に影響

が出るため購入するものであります。 

購入車両の配置は、東藻琴除雪センターを予定し、町道や公共施設の除排

雪、土砂の積み込みや土砂撤去など年間を通して稼働することとなります。 

計画的な更新を行うことにより、除排雪作業の効率を高め、除雪体制を維

持し、年間を通し、道路交通網の確保に努めるものであります。 

購入に係る入札につきましては、令和２年５月１９日に指名競争入札によ

り実施をし、５月２０日に仮契約を行ったところであります。 

納入期限につきましては、令和３年１月２９日としております。 

指名競争入札に係ります指名業者につきましては、日本キャタピラー合同

会社北見営業所、コマツカスタマーサポート株式会社北海道カンパニー北見

支店、北海道運搬機株式会社北見支店、日立建機日本株式会社北見営業所、

北海道川崎建機株式会社北見支店の５者に案内をしたところですが、２者が

辞退をし、３者で入札を執行いたしました。入札の結果、北海道川崎建機株

式会社北見支店が落札したところであります。 

契約の金額は３，２４５万円。うち消費税及び地方消費税の合計額は２９

５万円となっております。 

大空町議会定例会参考資料５１ページ下段に購入予定車両のカタログ写真

を掲載しております。 

北海道川崎建機株式会社は、日立建機日本株式会社北海道支社の販売代理

店となっているため、日立建機日本株式会社が制作した車両が納入予定とな

っております。 

納入につきましては、塗装や除雪装置などを装着し、期日までに納入を予

定しているところでございます。 

なお、購入に係る契約につきましては、議会で議決をいただいた後、本契

約を締結するものであります。 

以上、ご説明申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしくお願いい

たします。 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４５号、物品の購入についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第４５号、物品の購入に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２８ 議案第４６号  

◇議  長 日程第２８、議案第４６号、財産の取得についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 議案書５３ページです。議案第４６号、財産の取得について。 

次のとおり、財産を取得したいので、地方自治法第９６条第１項第８号の

規定により議会の議決を求める。令和２年６月１８日提出、大空町長、山下

英二。 

記、１、取得する財産の種類及び数量、総合行政情報システム一式。 

２、取得の方法、北海道市町村備荒資金組合防災資機材譲渡事業による譲

渡。 

３、取得の金額、１億４９４万円。 

４、取得の相手方、札幌市中央区北４条西６丁目、北海道市町村備荒資金

組合、組合長、棚野孝夫。 

５、北海道市町村備荒資金組合の契約の相手方、帯広市西２０条南６丁目

３番２０、アートシステム株式会社帯広支店、帯広営業部長、澤見正興。 

今回の財産の取得につきましては、平成２５年度に構築しました総合行政

情報システムが７年を経過し、サポートが本年度で終了となりますことから

更新するものです。 

取得にあたりましては、北海道市町村備荒資金組合の防災資機材譲渡事業

を活用するもので、備荒資金組合が購入をし、その後、本町が譲渡を受けま

して５年間で支払うものでございます。 

なお、本件に関しましては、当初予算において債務負担行為としてお認め

をいただいているものでございます。 
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また、事業執行に係る契約、納品など一連の事務につきましては、備荒資

金組合から事務委任をされ、本町において行うものでございまして、６月２

日に見積もり合わせを執行しております。既存のシステムをベースとした更

新でありますことから、現行システムの契約相手方でありますアートシステ

ム株式会社帯広支店１社との随意契約としているところでございます。 

６月１５日に備荒資金組合とアートシステム株式会社において仮契約が締

結されておりまして、議決をいただきました後、本契約が締結されますが納

入期限は１１月３０日の予定でございます。 

なお、参考資料の５３、５４ページに更新するシステムの一覧を記載して

おりますので、参考としていただければと思います。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議くださいますようよ

ろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。２番、三條議員。 

 

◇三條議員 はい、２番。すいません、ここのページ、議案が抜けていて説明

を受けましたが、中抜けされております。ちょっと入れていただければと思

います。今、気が付いたのですが。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

（暫時休憩 午前１０時４１分） 

 

（再  開 午前１０時４２分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。議案第４６号に対しての質疑

を行います。質疑はありませんか。２番、三條議員。 

 

◇三條議員 ちょっと教えていただきたいのですが、北海道市町村備考資金組

合防災資機材譲渡事業とありますが、この中身、いろいろな使われ方をして

いると思います。次の議案で出てくる学校の教材だとか、ここの防災資機材

となっていますが、その事業の中身をちょっと教えていただければと思いま

す。 

 

◇議  長 林総務課長。 

 

◇総務課長 まず備荒資金組合でございますが、組合に参画しております市町

村、北海道につきましては全市町村が参画をしておりますが、災害による減

収を補填しまして、災害応急復旧事業、その他災害に伴う費用に充てる積立

金ですとか、さまざまな貸付事業なども行っているところでございます。  

今回の防災資機材に関しましては、対象事業としましては、総合行政情報

システムなど自治体が行うパソコンの購入ですとかシステムの構築、あるい
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は災害に要する車両の整備、そういったものについての譲渡に係る事業とし

て設けられているものでございます。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４６号、財産の取得についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第４６号、財産の取得に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２９ 議案第４７号 

◇議  長 日程第２９、議案第４７号、財産の取得についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。佐々木生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 議案書５５ページです。議案第４７号、財産の取得について。 

次のとおり、財産を取得したいので、地方自治法第９６条第１項第８号の

規定により議会の議決を求める。令和２年６月１８日提出、大空町長、山下

英二。 

記、1、取得する財産の種類及び数量、東藻琴高等学校教育用端末等一式。 

２、取得の方法、北海道市町村備荒資金組合防災資機材譲渡事業による譲

渡。 

３、取得の金額、１，５７６万３，０００円。 

４、取得の相手方、札幌市中央区北４条西６丁目、北海道市町村備荒資金

組合、組合長、棚野孝雄。 

５、北海道市町村備荒資金組合の契約の相手方、大空町東藻琴３１９番地

の２、合名会社松山東栄堂、代表社員、松山寛。 

現在、東藻琴高等学校の情報処理室と職員室で使用しております端末等に

つきましては、情報処理室は平成２４年度に整備、職員室は平成２１年度に

整備したものであり、情報処理室は８年、職員室は１１年が経過しておりま

すことから、安定稼動に必要な性能を満たす端末等を更新整備するものであ

ります。 
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取得にあたりましては、北海道市町村備荒資金組合の防災資機材譲渡事業

を活用するもので、備荒資金組合が購入をし、その後、本町が譲渡を受けま

して５年間で支払うものでございます。 

なお、本件に関しましては、当初予算において債務負担行為としてお認め

をいただいているものでございます。 

また、事業の執行に係る契約、納品等の一連の事務につきましては、備荒

資金組合から事務委任され、本町において行うもので、６月２日に指名競争

入札により実施をしております。 

指名競争入札の指名の業者につきましては、有限会社児玉時計電化センタ

ー、文具のナカヤマ、合名会社松山東栄堂、岩原販売所、有限会社ササキ、

有限会社ナカムラデンキ、有限会社山田電気、有限会社ヤマニ・カシハラの

８者で、入札の結果、合名会社松山東栄堂が落札いたしました。 

６月１５日に備荒資金組合と合名会社松山東栄堂において仮契約が締結さ

れておりまして、議決をいただいた後、本契約が締結されますが、納入期限

は９月３０日までの予定でございます。 

なお、議会定例会参考資料５５ページに取得する物品の一覧を記載してお

りますので、参考としていただければと思います。 

以上、ご説明申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４７号、財産の取得についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第４７号、財産の取得に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３０ 議案第４８号 

◇議  長 日程第３０、議案第４８号、工事請負契約の締結についてを議題

とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。高島建設課長。 
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◇建設課長 議案書５７ページです。議案第４８号、工事請負契約の締結につ

いて。 

次のとおり、工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第

５号の規定により議会の議決を求める。令和２年６月１８日提出、大空町長、

山下英二。 

記、１、契約の目的、開陽中央線改良工事。 

２、契約の方法、指名競争入札。 

３、契約の金額、２億８６７万円。 

４、契約の相手方、吉井・ダイナ・山洋経常建設共同企業体、代表者、大

空町女満別東陽３丁目３番８号、吉井建設株式会社、代表取締役社長、郷右

近英宣。 

開陽中央線は、女満別地区と東藻琴地区の連絡道路として重要な幹線道路

であります。道道福住女満別線交差点から町道邑井線交差点付近まで約１．

３キロメートルを平成３０年度までに完成し、２期工事の区間として町道朝

日巴沢線交差点までの約１．８キロを令和元年度から着工しております。 

今回の工事内容といたしましては、改良工事６２１．４４メートルに係り

ます道路土工、排水構造物、路盤工、防護柵工、標識工、大型視線誘導標な

どを内容となっております。ほとんどの区間において現道の拡幅工事となっ

ておりますが、急カーブの改良のため線形の改良を行います。 

また、現道部分の工事につきましては、片側交互通行により実施いたしま

すが、一般車両に配慮するよう工事の方法等を検討してまいります。 

工事に係る入札につきましては、令和２年６月９日に指名競争入札により

実施をし、６月１０日に仮契約を行ったところであります。 

完成工期につきましては、令和３年１月２５日としております。 

入札に係ります指名業者につきましては、株式会社丸田組、株式会社そう

けん、船橋西川・南経常建設企業体、吉井・ダイナ・山洋経常建設共同企業

体の４者により入札を執行いたしました。 

入札の結果、吉井・ダイナ・山洋経常建設共同企業体が落札したところで

ございます。 

契約の金額は２億８６７万円。うち、消費税及び地方消費税の合計額は１，

８９７万円となっております。 

大空町議会定例会参考資料５７ページ下段に工事箇所図を掲載しておりま

すので、ご参照願います。 

なお、工事に係る契約につきましては、議会で議決をいただいた後、本契

約を締結するものであります。 

以上、ご説明申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４８号、工事請負契約の締結についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第４８号、工事請負契約

の締結については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３１ 議案第４９号 

◇議  長 日程第３１、議案第４９号、工事請負契約の締結についてを議題

とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。田中総合支所長。 

 

◇総合支所長 議案書５９ページでございます。議案第４９号、工事請負契約

の締結について。 

次のとおり、工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第

５号の規定により議会の議決を求める。令和２年６月１８日提出、大空町長、

山下英二。 

記、１、契約の目的、総合支所耐震補強・改修工事。 

２、契約の方法、指名競争入札。 

３、契約の金額、１億２，９１４万円。 

４、契約の相手方、船橋西川・河西経常建設共同企業体、代表者、網走郡

大空町東藻琴２９０番地、船橋西川建設株式会社東藻琴支店、支店長、小原

博之。 

工事の概要等につきましてご説明申し上げますので、議会定例会参考資料

の５９ページをお開き願います。上段に契約の概要、下段に工事概要を記載

しております。 

はじめに下段の工事概要ですが、東藻琴総合支所庁舎は鉄筋コンクリート

造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造で、地上２階、地下１階、塔屋１階からな

り、延べ床面積は２，３０４平方メートルです。本庁舎は昭和５４年に建設

され築４０年以上が経過し、外壁等の老朽化が著しく、また、平成３０年度

に実施した耐震診断調査の結果、耐震補強が必要となったことから、令和元

年度に実施いたしました実施計画に基づき、耐震補強・改修工事を行うもの

であります。 

主な改修の内容ですが、耐震補強工事のほか、屋上等の防水改修、外壁等

の外部改修、会議室などの内部改修、煙突の改修、機械室の動力制御盤改修、
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屋上ドレーンの配管改修などとなっております。 

次に上段の入札契約の概要でございますが、請負に係る入札は令和２年６

月９日に指名競争入札により実施し、６月１２日に仮契約を締結しておりま

す。 

指名競争入札につきましては、ダイイチ・藤井経常建設共同企業体、船橋

西川・河西経常建設共同企業体、三共後藤・斉藤経常建設共同企業体の３者

で入札の執行をいたしました。入札の結果、船橋西川・河西経常建設共同企

業体が落札したものでございます。 

契約の金額は１億２，９１４万円、うち消費税及び地方消費税の合計額は

１，１７４万円となっております。 

工期につきましては、契約の日から令和２年１２月１８日までの予定とし

ています。 

なお、当工事請負契約につきましては、議会で議決をいただいた後、本契

約を締結する予定でございます。 

以上、ご説明申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４９号、工事請負契約の締結についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第４９号、工事請負契約

の締結については、原案のとおり可決されました。 

ここで１０分間休憩いたします。 

 

（休憩 午前１０時５９分） 

 

（再開 午前１１時０９分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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◎日程第３２ 議案第５０号 

◇議  長 日程第３２、議案第５０号、大空町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。阿部福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書６１ページでございます。議案第５０号、大空町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和２年６月１８日提出、大

空町長、山下英二。 

議案書６３ページが改正条文でございます。 

議会定例会参考資料６１ページから６２ページに大空町国民健康保険税条

例の一部を改正する条例の概要を、６３ページから６５ページに新旧対照表

を掲載してございます。概要により改正内容を説明させていただきますので、

参考資料６１ページをお開きください。 

今回の改正における一つ目の改正は、大空町国民健康保険運営協議会から

の答申に基づき、地方税法施行令の一部を改正する政令において、賦課限度

額が基礎課税額で２万円、介護納付金課税額で１万円引き上げられたことに

伴い、賦課限度額の引き上げを行うものでございます。なお、令和２年度の

所得割、平等割、均等割の保険税率につきましては据え置きすることといた

しました。 

項目、課税額について、関係条文につきましては第２条第２項でございま

す。基礎課税額賦課限度額を６１万円から２万円引き上げ６３万円とするも

のでございます。また、関係条文第２条第４項につきましては、介護納付金

課税額賦課限度額を１６万円から１万円引き上げ１７万円とするものでござ

います。 

国民健康保険税の減額について、関係条文は第２１条でございます。賦課

限度額の引き上げに伴い、所要の規定を整備するところでございます。内容

につきましては、先ほど申し上げました第２条第２項及び第４項の改正と同

様に基礎課税額賦課限度額を６１万円から２万円引き上げ６３万円に、介護

納付金課税額賦課限度額を１６万円から１万円引き上げ１７万円とするもの

でございます。施行期日につきましては、公布の日から施行といたします。 

適用区分につきましては、附則第２項でございます。令和２年度以後の国

民健康保険税から適用し、令和元年度以前の国民健康保険税は従前の例によ

るとしてございます。 

参考資料６２ページをご覧ください。二つ目の改正につきましては、国の

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の一環として、感染症の影響により

一定程度収入が下がった方々に対して、国民健康保険税の減免を行うことと

され、さらにその現年分が国の財政支援の対象となりますことから、国民健

康保険税の減免の取り扱いを規定するために、国民健康保険税条例の一部を

改正するものでございます。 

新型コロナウイルス感染症の影響による国民健康保険税の減免の特例につ

いて、関係条文につきましては附則第１７号でございます。条例において減
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免の申請は納期前７日までに申請しなければなりませんが、その規定にかか

わらず、新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が一定程度減少した

被保険者等に対しまして、令和２年２月１日から令和３年３月３１日までの

間に納期限が設定されている国民健康保険税の全部または一部について減免

することを規定するものでございます。施行期日につきましては、公布の日

から施行するものでございます。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議賜りますようよろし

くお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。２番、三條議員。 

 

◇三條議員 国民健康保険税条例の改正ということですが、限度額が６１万円

から６３万円、１６万円から１７万円に引き上げたということでございます

が、今の国保会計の現況、限度額を上げなければならない状況下にあるのか、

そこを詳しく説明していただければと思います。 

 

◇議  長 阿部福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 ご質問にお答えいたしたいと思います。限度額につきましては、

資料を持ち合わせているのが平成２７年度から令和２年度まで国の政令に基

づく限度額の改正がございまして、それに基づき、町も同じように改正した

経過がございます。例年、限度額の改正をしておりますことから今年度にお

きましても、同じような形で限度額の改正を提案させていただいたところで

ございます。 

 

◇議  長 山下町長 

 

◇町  長 私から改定の基本的な考え方を申し上げたいと思います。 

現在は北海道が一つになりまして、国保会計を運営されています。大空町

におけるこの納付しなければならない額というのが示されます。そのような

中で税率を改定するかどうかということでありますが、先ほど参事が申しま

したとおり、限度額については国の限度額が改定されることに伴って、私ど

もの町はずっとそのことを踏襲して上げてきているという状況にあります。

もし今回上げた中で、さらに北海道が求めている金額よりも多く集まるとい

うことであれば、当然一方の税率の方を下げなければならないと思ってござ

います。 

そのような中で今回試算をいたしましたところ、税率を上げること、さら

に必要額を賄うこと、そのところがほぼ一致したということで、税率につい

ては上げも下げもしないということの判断をいただいたところでございます。  

そういった内容について、国民健康保険運営協議会にお諮りをし、そうい

ったやりくりの状況を説明した中で、今回は限度額の改定のみというご答申

をいただいたということでございます。 
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私も事前に説明を受けたときに、もしこれで集まり過ぎるといいましょう

か、北海道が求める額以上のものが、皆さんからご負担いただけるというこ

とであれば税率を下げなければならない。そこのところどうなのだというこ

とで確認をいたしましたが、ほぼ同一金額になるということから、今回は下

げるというところまでは至らなかったということでございます。ぜひご理解

を賜ればと思います。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第５０号、大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第５０号、大空町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◎日程第３３ 議案第５１号  

◇議  長 日程第３３、議案第５１号、大空町後期高齢者医療に関する条例

の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。阿部福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書６５ページでございます。議案第５１号、大空町後期高

齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和２年６月１８日提出、大

空町長、山下英二。 

議案書６７ページが改正条文でございます。 

議会定例会参考資料６７ページに大空町後期高齢者医療に関する条例の一

部を改正する条例新旧対照表を掲載してございます。新旧対照表により改正

内容を説明させていただきますので、参考資料６７ページをお開きください。 

国の新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策の一つとして、後期高

齢者医療において新型コロナウイルスに感染する等した被用者に傷病手当金
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を支給した場合、支給額全額を国が特例的に財政支援することになってござ

います。これに伴いまして、北海道後期高齢者医療広域連合では、後期高齢

者医療に関する条例等が改正され、傷病手当金に関する条文が追加されたと

ころでございます。 

町におきまして行う事務に傷病手当金の支給に係る申請書の提出が受け付

けを５月の臨時会において、条例第２条第８号に追加し、改正したところで

ございますが、改正条文に一部誤りがあったことから、改めるものでござい

ます。 

改正の内容といたしましては、条例第２条第８号中、後期連合条例を広域

連合条例に改めるものでございます。附則、この条例は公布の日から施行す

ることといたします。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議賜りますようよろし

くお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第５１号、大空町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正

する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第５１号、大空町後期高

齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり

可決されました。 

 

◎日程第３４ 議案第５２号 

◇議  長 日程第３４、議案第５２号、大空町介護保険条例の一部を改正す

る条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。鈴木福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書６９ページです。議案第５２号、大空町介護保険条例の一

部を改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和２年６月１８日提出、大
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空町長、山下英二。 

議案書７１ページが改正文でございます。 

お配りしております定例会参考資料６９ページに介護保険条例の一部を改

正する条例の概要を、７０、７１ページには新旧対照表を掲載しております。 

概要により改正内容を説明させていただきますので、参考資料の６９ペー

ジをご覧ください。 

今回の改正は、国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の一環として、

感染症の影響により一定程度収入が下がった方々に対して、介護保険料の減

免を行うこととされ、さらにその減免分が国の財政支援の対象となりますこ

とから、介護保険料減免の取り扱いを規定するために介護保険条例の一部を

改正するものでございます。 

項目欄、新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の減免の特例、

関係条文は附則第８条ですが、条例では減免の申請につきましては納期限の

７日前までに申請しなければなりませんが、その規定にかかわらず、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に対し、令和２

年２月１日から令和３年３月３１日までの間に普通徴収の納期限、特別徴収

の場合にあっては特別徴収対象年金給付の支払日が設定されている介護保険

料の全部または一部について減免することを規定いたします。この改正は、

公布の日から施行いたします。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議賜りますようお願い

申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第５２号、大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定に

ついてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第５２号、大空町介護保

険条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

      

◎日程第３５ 議案第５３号 
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◇議  長 日程第３５、議案第５３号、令和２年度大空町一般会計補正予算

（第５号）を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。林

総務課長。 

 

◇総務課長 議案書７３ページです。議案第５３号、令和２年度大空町一般会

計補正予算（第５号）。 

令和２年度大空町一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによ

る。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２

億２，９５１万９，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１０

９億３，６６６万２，０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正。第２条、地方債の追加は、第２表、地方債補正による。 

一時借入金。第３条、一時借入金の借入れの最高額に１，０００万円を追

加し、一時借入金の借入れの最高額を２３億６００万円とする。令和２年６

月１８日提出、大空町長、山下英二。 

７５ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。１

５款、国庫支出金に１億２５０万円追加、１６款、道支出金に５，２６９万

６，０００円追加、１７款、財産収入に５２万２，０００円追加、１９款、

繰入金に６，１４４万１，０００円追加、２１款、諸収入に１４６万円を追

加、２２款、町債に１，０９０万円を追加、歳入合計は２億２，９５１万９，

０００円を追加し、１０９億３，６６０万２，０００円とするものです。 

７６ページをお開き願います。歳出です。２款、総務費に１，５３０万円

追加、３款、民生費に５７８万１，０００円追加、４款、衛生費に２，２８

６万６，０００円追加、６款、農林水産業費に５，６７４万円を追加、７款、

商工費に２，９１５万円追加、８款、土木費に２００万円追加、９款、消防

費に１２５万１，０００円追加、１０款、教育費に９，６４３万１，０００

円追加、１２款、職員給与費は財源の振替えのみで補正額はございません。

歳出合計は２億２，９５１万９，０００円を追加し、歳入合計と同額とする

ものです。  

７７ページです。第２表、地方債補正、１、追加です。ＧＩＧＡスクール

事業債は、情報通信技術を活用した教育環境の整備充実を図るＧＩＧＡスク

ールの実施にあたりまして、通信ネットワークの構築に係る財源として地方

債を借り入れるため、限度額１，０９０万円を追加するものです。 

学校教育施設等整備事業債を予定しており、起債の方法、利率、償還の方

法は記載のとおりでございます。 

次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明です。歳出から行いますので、

８４、８５ページをお開き願います。 

２款１項７目、新型コロナウイルス感染症誘致企業対策事業、１８節、大

空町誘致企業等経営持続発展応援金に１，５００万円の追加は、新型コロナ

ウイルスの影響により事業収入が減少している資本金１億円を超える企業等
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に対しまして最大２００万円を交付するものです。 

１２目、交通安全対策費、７節、高齢者運転免許自主返納報償金に３０万

円の増額は、現行１０件分の予算を計上しておりますが、それを上回る見込

みでありますことから、さらに１０件、３０万円を追加するものです。 

３款１項１目、高齢者等移動支援事業に総額５２８万円の追加は、高齢者

等がタクシーを利用する場合に、運賃の一部を助成する本事業につきまして、

新型コロナウイルス対策の観点から、福祉タクシー券５枚、外出支援タクシ

ー券３枚をそれぞれ追加交付するものです。 

２項３目、東藻琴保育園管理運営費、１７節、備品管理費に５０万１，０

００円の追加は、東藻琴保育園に空気清浄機３台を整備するものです。 

４款１項２目、母子保健事業、１８節、妊産婦の健康診査等交通費助成金

に７４万４，０００円の追加は、妊産婦の安心した出産などを支援するため、

健診に係る交通費を助成するものです。 

新型コロナウイルス感染症対策事業の１０節、消耗品１４９万３，０００

円、１１節、役務費に２７万２，０００円の追加は、防護服、マスク、消毒

剤など衛生消耗品のほか、住民周知に係る費用でございます。 

１４節、公共施設自動水栓化等工事１，５００万円の追加は、公共施設ト

イレ手洗い場の水栓や照明の自動化を図るものです。 

１８節、医療機関等支援補助金に４８０万円の追加は、医療機関などの安

定的な事業継続を支援するため、補助率１０分の１０、従業員数に応じまし

て、最大１０万円から１００万円交付するものです。 

２項２目１８節、浄化槽維持管理費助成金に５５万７，０００円の追加は、

新型コロナウイルス感染症の拡大により影響を受けている浄化槽設置者に対

しまして助成金を交付し、適正な維持管理を図るもので、１０件分を見込ん

でおります。 

８６、８７ページをお開き願います。６款１項３目１８節、農業振興一般

事務費の地場産品開発販路拡大事業補助金に３１２万４，０００円の追加は、

めまんべつ産業開発公社による地場産品を活用した新たな商品の開発や販路

拡大事業などを補助するものです。 

次の畑作構造転換事業補助金５，１６１万６，０００円の追加は、てんさ

いの風害対策、豆の省力栽培、ジャガイモシストセンチュウの抵抗性品種導

入など、女満別町農業協同組合が行う事業に対する間接補助です。 

５目１４節、大成地区農業用用水施設移設工事に２００万円の追加は、道

道福住女満別線改良工事に伴う畑地かんがい施設の移設工事費でございます。 

７款１項１目、商工会補助金の１８節、販売促進事業補助金３７０万円の

減額は、予定しておりました歌謡ショーが新型コロナウイルスの影響により

まして中止となったことによるものです。 

次の新型コロナウイルス感染症経済対策事業、７節、大空町乗合バス運行

継続協力金に１００万円の追加は、生活路線バスを運行する交通事業者に対

して、１事業者あたり５０万円を交付し、運行の継続を図るものです。 

１２節、芝桜公園環境整備業務委託料に３００万円の追加は、事業者の厳

しい経営状況による雇い止めなどの懸念を踏まえまして、芝桜公園の環境保
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全に係る業務を委託発注しまして、雇用の創出と公園の整備を図るものです。 

１８節、大空町飲食店応援商品券事業補助金に１００万円、プレミアム商

品券事業補助金に８００万円の増額は、既に実施しております事業ではあり

ますが、追加の第２弾として取り組むものでございます。 

大空町商工業持続化支援事業補助金に９００万円の増額は、当初７０件分

を見込んでおりましたが、不足が生じますことから３０件分を追加するもの

です。 

大空町貸切バス事業者緊急支援金に３３５万円の追加は、旅行者が減少し、

深刻な影響を受けております貸切バス事業者に対しまして、大型車１台あた

り１０万円、中型以下は５万円を交付するものです。 

次の大空町宿泊支援事業補助金に２５０万円の追加は、町内のホテルなど

宿泊施設を利用される方に１人１泊、町民は５，０００円以内、町民以外は

２，０００円以内を助成し、施設の利用促進を図るもので、オホーツク大空

町観光協会に補助金を交付して事業を行います。 

大空町特産品販売促進事業補助金に５００万円の追加は、地域特産品の販

売を促進して、事業者の売上回復を図るため、商品発送に係る送料分を助成

するもので取り扱い数量２，５００件分を見込んでおります。 

８款２項２目１０節の町道維持補修事業、修繕料に２００万円の追加は、

東藻琴除雪センターに配置をしております散水車のエンジンが故障しました

ことから、修繕に要する経費でございます。 

９款１項５目１０節、災害対策事務費消耗品に１２５万１，０００円の追

加は、災害時における避難所の開設、運営にあたり、感染症対策としまして、

マスクや消毒液などの衛生消耗品のほか、ダンボールベッドなどを購入し備

蓄するものでございます。 

８８、８９ページをお開き願います。１０款１項２目１８節、女満別高等

学校町立移管記念事業協賛会補助金に１００万円の追加は、女満別高校の町

立移管に伴う記念事業の実施に係る経費に対する補助でございます。 

次のＧＩＧＡスクール事業、１０節、消耗品費５万５，０００円、１１節、

インターネット回線契約事務手数料７，０００円、１２節、情報機器設定業

務委託料１，３８８万４，０００円、１３節、インターネット回線接続料１

３万９，０００円、１４節、校内通信ネットワーク整備工事２，３６１万９，

０００円、１７節、情報機器４，４４１万３，０００円、総額８，２１１万

７，０００円の追加は、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けまして、校舎内

の通信網整備、端末機器の購入などに要する費用でございます。 

３目１８節、困窮学生支援金に５００万円の追加は、町の奨学金貸付を受

けている方などに対しまして１０万円を支援し、就学の継続を後押しするも

のです。 

４項１目、東藻琴高等学校功労者表彰式事業に総額３９万円の追加は、来

年２月に予定をしております東藻琴高校の功労者表彰式開催に伴う記念品な

どの経費でございます。 

２目、高校魅力化推進事業に総額５２５万１，０００円の追加は、来年４

月に開校する大空高等学校のＰＲに要する消耗品、銘板、校章の設置工事、
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校旗等の管理備品に係る費用でございます。 

５項１目１７節、東藻琴幼稚園管理費に７４万８，０００円の追加は、東

藻琴幼稚園に空気清浄機４台を整備するものです。 

議案書９０、９１ページをお開き願います。６項４目１７節、図書館管理

費の管理備品に１９２万５，０００円の追加は、図書の消毒器２台を購入し、

東藻琴、女満別の両図書館に設置するものです。 

１２款１項２目、会計年度任用職員費は、一般財源としておりました１６

７万円が国の地方創生臨時交付金として措置されることによります財源の振

替えです。 

続きまして、歳入の説明をしますので、８２、８３ページをお開きくださ

い。 

１５款２項５目４節、公立学校情報機器整備費補助金に１，６０２万円の

追加は、歳出でご説明申し上げましたＧＩＧＡスクール事業における情報機

器端末の導入に係るもので、次の公立学校情報機器情報通信ネットワーク環

境施設整備費補助金は校舎内の通信ネットワーク環境の整備に係る財源とす

るものです。 

６項１目１節、地方創生臨時交付金に７，５５０万円は、新型コロナウイ

ルスの感染拡大を防止するとともに、地域経済や住民生活の支援など地域が

取り組む対策事業に係る国からの交付金でございます。 

１６款２項２目４節、保育対策総合支援事業補助金に５０万円の追加は、

東藻琴保育園に整備する空気清浄機の財源とする補助金です。 

３目１節、妊産婦安心出産支援事業補助金に８万円の追加は、妊産婦の健

診などにかかる交通費助成の北海道補助金です。 

４目１節、畑作構造転換事業補助金に５，１６１万６，０００円の追加は、

女満別町農業協同組合が行う豆の省力栽培などに係る補助金です。 

６目４節、教育支援体制整理事業費交付金に５０万円の追加は、東藻琴幼

稚園に整備する空気清浄機の補助金です。 

１７款１項２目１節、出資配当金に５２万２，０００円の追加は、網走地

区森林組合に対する出資金に配当があったものでございます。 

１９款１項１目１節、財政調整基金繰入金７，４１４万６，０００円の追

加は、今回の財源調整のために繰り入れるものです。 

５目１節、地域振興基金繰入金から１，３８２万円の減額は、新型コロナ

ウイルス感染症対策事業などに係る財源として繰り入れしておりましたが、

国から地方創生臨時交付金が措置されますことから振り替えて減額するもの

です。 

６目１節、学校教育施設建設基金繰入金に１１１万５，０００円の追加は、

大空高等学校の銘板、校章の設置工事に係る財源として繰り入れるものです。 

２１款４項１１目１節、大成地区農業用用水施設移設補償費に１４６万円

の追加は、歳出でご説明させていただきました道道福住女満別線改良工事に

伴う畑地かんがい施設の移設補償費でございます。 

２２款の町債につきましては、第２表で説明したとおりですので、説明を

省略させていただきます。  
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以上、補正予算の内容につきましてご説明申し上げましたので、ご審議く

ださいますようよろしくお願いいたします。 

先ほど説明の中で議案書７３ページ、第１条のところで、歳入歳出予算の

総額を１０９億３，６６６万２，０００と説明させていただきましたが、１

０９億３，６６０万２，０００の誤りでございますので、訂正させていただ

きたいと思います。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。２番、三條議員。 

 

◇三條議員 はい、２番。何点かお聞かせいただきたいと思います。 

８５ページ、１８節の大空町誘致企業等経営持続発展応援金の中身を具体

的に、もう一度説明お願いたいと思います。 

１３節、福祉タクシーの借上料、外出支援タクシーは、現行と同じような

内容で解釈してもいいのかどうか、そこをちょっと説明お願いたいと思いま

す。 

８７ページ、１８節、畑地構造転換事業の事業内容をもう少し詳しくお聞

かせいただきたいと思います。 

同じページ、１８節の大空町プレミアム商品券事業補助金の説明を再度お

願いしたいと思います。 

それから８９ページ、１１節の高校魅力化推進事業について、聞きそびれ

たものですからもう一度お願いしたいと思います。  

以上よろしくお願いします。 

 

◇議  長 松川総務課参事。 

 

◇総務課参事 三條議員より、大空町誘致企業等経営持続発展応援金について、

具体的にもう少し詳しく説明してほしいという質問をいただきましたので、

ご答弁させていただきます。 

大空町誘致企業等経営持続発展応援金の目的、内容についてでありますが、

国における地方税の特例措置に関し、資本金額１億円以下の中小企業等に関

しましては、減収の率に応じ固定資産税が２分の１もしくは全額軽減を受け

ることとなっております。しかしながら、資本金額が１億円を超える企業に

ついては、国の支援策の対象から除外されているところでございます。 

そこで大空町内に事業所の設立届出書を提出されている資本金１億円を超

える誘致企業等に対して、町として将来にわたる経営持続のため、さらには

新型コロナウイルス収束後における今後ますますの発展のため、その一助と

していただく目的で大空町誘致企業等経営持続発展応援金を交付してまいり

たいと考えております。 

内容につきましては、新型コロナウイルスの影響で令和２年２月から同年

１０月までのいずれか連続した３カ月間の事業収入が前年同期間と比較して

３０％以上減少している事業者に対し、令和２年度の土地を除く固定資産税

額の２分の１、２００万円を限度として交付するものであります。 
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なお、大空町内に事業所の設立届出書を提出している企業で資本金の額が

１億円を超える事業所数は１５事業所ありまして、このうち９事業所が３０ 

％以上の事業収入が減少になるものと想定して、１，５００万円を補正予算

として提案させていただいているところでございます。 

 

◇議  長 阿部福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 二つ目の高齢者等移動支援事業の件につきましてご説明申し上

げたいと思います。 

町内の７５歳以上の高齢者及び重度心身障がい者の方に対しまして、コロ

ナウイルス感染症防止の観点から、多人数が密閉空間で利用する公共交通機

関ではなくタクシーを使っていただき、移動におけます感染リスクを下げる

ことで、重傷化しやすい高齢者等に配慮しまして、安心して移動ができるよ

う、令和２年度に限りましてタクシー券及び外出支援タクシー券を交付する

ものでございます。 

こちらにつきましては、従来交付してございます福祉タクシー券及び外出

支援タクシー券とは別にそれぞれ福祉タクシー券を５枚、外出支援タクシー

券を３枚追加して交付するものでございます。 

併せまして乗り控えなどで観光に伴います売上等が落ち込まれるタクシー

業界についても支援をするというようなことで今回、提案をさせていただい

たところでございます 

使用期限につきましては、令和２年１２月３１日までということで、早目

に使っていただいて、タクシー業者のほうの支援ということでお使いいただ

きたいとに考えてございます。 

以上でございます。 

 

◇議  長 作田産業課長。 

 

◇産業課長 私から三つ目の畑作構造転換事業と大空町商工会プレミアム商品

券について、２点ご説明をさせていただきます。 

まず、畑作構造転換事業補助金でございますが、事業の概要といたしまし

ては、先進的な生産技術や作業体系の導入に向けた取り組みを総合的に支援

するものでございまして、新技術の導入、輪作体系の適正化などに対する支

援でソフト事業となっております。 

事業内容でございますが、三つございまして、一つはてん菜の風害、湿害、

軽減技術の導入のために、畝間への盛り土施工やカットソイラーによる穿孔

暗渠の実施をするものでございます。二つ目はジャガイモシストセンチュウ

の抵抗性品種の作付けの拡大に対して、助成するものでございます。三つ目

につきましては、大豆や小豆の豆類の密植、株間を狭めるということでござ

いますが、この栽培に対して支援するものでございます。 

事業費といたしましては、予算のとおり５，１６１万６，０００円の事業

費となっておりまして、面積に対して定額の交付ということになってござい
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ます。３点目についての説明は以上でございます。 

４点目の大空町プレミアム商品券の事業補助金でございますが、プレミア

ム率につきましては、第１弾と同じ２５％でございます。額面５００円の商

品券２５枚つづりのもの１万２，５００円分をワンセットといたしまして、

１万円で販売するものです。 

販売のセット数は３，３２０セット販売する予定でございます。 

販売日は７月５日を予定しておりまして、有効期限は９月３０日を予定し

てございます。 

商品券の事業内容については以上でございます。 

 

◇議  長 友西高校・認定こども園推進室参事。 

 

◇高校・こども認定推進室参事 私のほうから最後の質問であります高校魅力

化推進事業の内容につきまして、答弁させていただきたいと思います。  

高校魅力化推進事業につきましては、来年４月に開校いたします大空高校

の開校準備にかかる予算でございます。内容といたしましては、需用費の消

耗品費につきましては、大空高校のＰＲ経費で懸垂幕などのようなものを作

りまして、住民の方に周知を図っていくための経費でございます。修繕料に

つきましては、高校の校舎ステージにあります縁台の校章を取りかえる経費

でございます。 

二つ目の工事請負費の学校銘板・校章設置工事につきましては、校門にあ

る学校の校名、校舎に付けております校章を取り替える工事でございます。 

最後の備品購入費につきましては、開校準備に係ります校印・校旗、校歌

のパネル等を準備させていただく経費でございます。 

以上でございます。 

 

◇議  長 ２番、三條議員。 

 

◇三條議員 はい、２番。プレミアム商品券の補助金のことについて再度質問

させていただきます。 

商品券はそれなりに効果があると思いますし、反対するものではないです

が、１人５セット購入されると、割り返すと６６４人の方のみということに

なるのですね、人数でいうと。 

今まではすぐ売れてしまい、売り切れ御免ということで、事業そのものは

皆さん、こぞって反対しているわけではないのですが、補助金で対応するの

に今の方法でいいのかどうかということですが、例えばいろんな方法がある

と思うのですが、商工会で一生懸命考えていただいて今の方法を取り入れた

のだと思いますが、手間は掛るけども例えば抽選等で行うとか、事業そのも

のが商工業者の応援事業ではありますが、住民の目線で見たときに公平かど

うかということを検証しながら事業をやっていただくことを望みたいと思い

ます。 

それでもう一つお聞きしたいのは、昨年と今年度、補助事業でどういう業
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種にどういう割合で使われているのかをお聞かせいただきたいと思います。 

 

◇議  長 作田産業課長。 

 

◇産業課長 三條議員からプレミアム商品券の販売方法に対するご質問かと思

いますが、第１弾につきましては、１，２００セット販売させていただきま

して、販売につきましては３０分足らずということで終了したということで

ございますが、今回につきましては３，３２０セットということで３倍弱の

セット数を販売するということもございまして、不公平感ということもござ

いますが、商工業者に対する経済的支援ということ、経営安定のために消費

拡大の商品券の販売ということですので、ご理解を賜りたいと思います。 

また、販売の状況でございますが、ただいまちょっと手元に資料がござい

ませんので、後ほどご答弁をさせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 ２番、三條議員。 

 

◇三條議員 はい、２番。商工業者の方の応援事業ということは十分承知して

おります。ただ、並んで買いに来られない方も相当数いるのですよね。並ん

だはいいけれど売り切れてしまいましたということで、今回の数を増やした

からそれでいいでしょうということでなくて、今後のこともありますから、

どういう方法が本当に商工業者の皆さんのためにもなり、かつ、一般住民の

方に不公平感を抱かれないような方法を是非検討していただきたいと思いま

す。 

 

◇議  長 作田産業課長。 

 

◇産業課長 どのような方法があるのか、商工会とも相談してみまして、可能

な方法があれば検討してみたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思いま

す。 

 

◇議  長 ２番、三條議員。 

 

◇三條議員 はい、２番。それでは高校の魅力化事業について、これから新設

高校も含めて、いろいろな事業が次から次へと予算計上されてくるのですが、

できれば、表にして、おおよそこれから移行に伴う経費等はこういう形でか

かるよと、固まっていないものも当然あると思いますが、こうやって小刻み

に出てくるのではなく、一覧表で新設校移行に係る経費はトータルでこれく

らいになるというものを整理して、住民の方にもお示しすべきであると思い

ます。是非その辺よろしくお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 村山高校・認定こども園推進室長。 

 



32 

 

◇高校・認定こども園推進室長 はい、三條議員の質問にお答えをいたします。 

トータル的な新設校開校後の経費につきましては、現在積算中でございま

して、今年度中にその概要について説明をする必要があると感じております。 

また、今回の補正予算の計上につきましては、一般的に開校に必要な最低

限の経費をということで計上させていただいているところでございます。 

大空町の高校の新設に係る業務につきましては、大きく三つのセクション

に分かれていると考えております。 

一つ目は学校設置に係る業務。これにつきましては、北海道教育委員会の

認可の申請や条例改正等がそれにあたるもので、これらに関しては令和３年

の３月までに必ず終えなければならない必須の業務と考えております。 

二つ目は新たに編成した教育課程でどのような授業や手法をとっていくか

という教育の根幹に係る部分。この点につきましては、新しい高校の重要な

部分になりますので、中期的な視点で２、３年をかけて重点的に取り組むべ

き事項と考えております。 

三つ目は新設校を支援し、魅力を高める業務。これにつきましては公設塾

の運営、教育寮としての機能確立や地域との連携など。これにつきましては

開校後、入学生の状況などを踏まえながら検討していく部分かと思っており

ます。 

推進室としましては、これらの業務の優先順位や必要に応じた取捨選択な

ど判断しながら、段階的にプロジェクトを進めていくと考えております。そ

うしたことから、全てのものが今年度に決定される訳ではなく、継続的な検

討や段階的なコンセンサスが必要だと考えております。本来であれば、当初

予算に全てのものを計上したうえで、計画的に事業執行に努めるべきとの認

識はございますが、必要に応じて止むを得ず補正予算で要求させていたたく

場面もあろうかと思います。その際はあらかじめ理由等の説明をさせていた

だきたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思っております。以上です。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第５３号、令和２年度大空町一般会計補正予算（第５号）を

採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第５３号、令和２年度大

空町一般会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決されました。 

ここで昼食のため休憩といたします。再開は午後１時といたします。 

 

（休憩 午前１１時５９分） 

 

（再開 午後 １時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

ここで、先ほどの議案第５３号における質疑に対しての答弁を求めます。 

作田産業課長。 

 

◇産業課長 先ほど三條議員から質疑をいただきましたプレミアム商品券の販

売の実績、換金の実績でございますが、それに関しましてご答弁させていた

だきます。 

昨年のプレミアム商品券ですが、実績の多い業種でいいますと、食料品の

小売業が約５１％、燃料等の小売りが１５％、家電等小売りが８％、衣類等

が５．２％の実績となっております。 

また、今年実施しました商品券でございますが、まだ回収が６０％という

ことでございますが、それに関しましては、食料品が５１％、燃料が１７％、

家電が６％、衣類等の小売りが８％ほどとなっております。 

以上説明とさせていただきます。 

 

◎日程第３６ 議案第５４号 

◇議  長 日程第３６、議案第５４号、令和２年度大空町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第２号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。阿部福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書９３ページでございます。議案第５４号、令和２年度大

空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）。 

令和２年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，

０４７万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１２億２，

０９９万７，０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

令和２年６月１８日提出、大空町長、山下英二。 

議案書９５ページでございます。第１表、歳入歳出予算補正、歳入でござ

います。１款、国民健康保険税に１，５５６万円を追加し、４款、繰入金か

ら５０８万３，０００円を減額し、歳入合計は１，０４７万７，０００円を

追加し、１２億２，０９９万７，０００円とするものでございます。 
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９６ページをお開き願います。歳出でございます。７款、国民健康保険事

業費納付金は財源振替えのため補正額はなし。８款、諸支出金に１，０４７

万７，０００円を追加し、歳出合計は１，０４７万７，０００円を追加し、

１２億２，０９９万７，０００円とするものでございます。 

次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出よりご説

明いたしますので、１０２ページ、１０３ページをお開き願います。 

７款１項１目につきましては、保険税の増額に伴う財源振替えでございま

す。 

８款１項２目、償還金の２２節、償還金利子及び割引料に１，０４７万７，

０００円の追加は、前年度における道支出金において交付申請額が実績報告

額より多かったため、本年度において返還金として支出するためのものでご

ざいます。 

続きまして、歳入の説明をいたしますので、１００ページ、１０１ページ

をお開きください。 

１款１項１目１節、医療給付費現年課税分に１，１１３万３，０００円の

追加、２節、介護納付金現年課税分に１７３万５，０００円の追加、３節、

後期高齢者支援金現年課税分に２６９万２，０００円の追加は、本年４月１

日現在の国民健康保険加入者をもとに最新の住民税の情報により試算し、さ

らに軽減基準額の改正及び先ほど議案第５０号で承認いただきました賦課限

度額の改正により試算した結果に基づき追加するものでございます。 

４款２項１目１節、国民健康保険基金繰入金から５０８万３，０００円の

減額は、保険税の増額に伴い基金繰入金を減額したものでございます。 

以上、補正予算の内容についてご説明申し上げました。ご審議くださいま

すようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第５４号、令和２年度大空町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第２号）を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第５４号、令和２年度大
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空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決さ

れました。 

 

◎日程第３７ 議案第５５号 

◇議  長 日程第３７、議案第５５号、令和２年度大空町介護保険事業勘定

特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。鈴木福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１０５ページでございます。議案第５５号、令和２年度大

空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）。 

令和２年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、次に

定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２

０万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８億１，１８０

万９，０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

令和２年６月１８日提出、大空町長、山下英二。 

議案書１０７ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正、歳入

です。３款、国庫支出金に２０万８，０００円を追加、歳入合計は２０万８，

０００円を追加し、８億１，１８０万９，０００円とするものです。 

１０８ページをお開きください。歳出です。５款、諸支出金に２０万８，

０００円を追加、歳出合計は２０万８，０００円追加し、歳入合計と同額に

するものです。 

次に歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。 

歳出からご説明しますので、１１４、１１５ページをお開きください。 

歳出です。５款１項１目２２節、償還金利子及び割引料、第１号被保険者

保険料還付金及び還付加算金に２０万８，０００円の追加は、先ほど議案第

５２号でご承認いただきました大空町介護保険条例の一部改正に関連する予

算で、新型コロナウイルス感染症の影響により一定程度収入が下がった方に

対する介護保険料の減免を行うにあたり、令和２年２月１日から同年３月３

１日までの間に納期限が設定されております介護保険料について、これは前

年度分の歳入でありますことから、還付の処理ができないため、歳出予算に

追加をするものでございます。 

続いて歳入の説明を申し上げますので、１１２、１１３ページをお開きく

ださい。 

３款２項１目２節、特別調整交付金に２０万８，０００円の追加は、歳出

でご説明申し上げました保険料の減免に伴う還付金につきまして、その全額

が国から交付されるものでございます。 

以上、補正予算の内容についてご説明申し上げましたので、ご審議賜りま

すようお願い申し上げます。 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第５５号、令和２年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正

予算（第１号）を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第５５号、令和２年度大

空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決さ

れました。 

 

◎日程第３８ 発議第９号  

◇議  長 日程第３８、発議第９号、林業・木材産業の成長産業化に向けた

施策の充実・強化を求める要望意見書を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。５番原本哲己議員。 

 

◇原本議員 はい、５番。議会側議案書１ページをお開きください。 

発議第９号。林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求

める要望意見書。 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとお

り提出する。令和２年６月１９日提出。提案者は、大空町議会議員、原本、

田中、深川、松岡、齋藤、後藤の各議員であります。 

３ページでございます。この要望の内容でありますが、人工林資源が本格

的な利用期を迎える中、計画的な間伐や伐採後の着実な植林を一層進めるた

め、地方債の特例措置を継続するなど、森林資源の循環利用による林業・木

材産業の成長産業化の実現に向けて施策の充実・強化を図ることが必要とな

っております。このことから、記以降の事項の実現を要望するものでありま

す。 

記、１、森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・木材産業の振興と山

村における雇用の安定化を図るため、森林整備事業及び治山事業の財源を十

分かつ安定的に確保すること。 

２、間伐、植林、種苗生産等を着実に進めるため、森林の間伐等の実施の

促進に関する特別措置法を延長し、同法に基づく森林整備事業の都道府県・

市町村負担分の起債を可能とする地方債の特例措置を継続すること。 
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３、森林資源の循環利用を通じて、林業・木材産業の成長産業化を実現す

るため、地域の実情を十分に踏まえ、森林整備から木材の加工・流通、利用

までの一体的な取り組みや森林づくりを担う林業事業体や人材の育成に必要

な支援措置を充実・強化すること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

提出先は衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、

文部科学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復

興大臣宛でございます。 

以上、説明申し上げましたので、ご審議くださいますようよろしくお願い

いたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第９号、林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・

強化を求める要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、発議第９号、林業・木材産業

の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める要望意見書は、原案のとお

り可決されました。 

 

◎日程第３９ 発議第１０号 

◇議  長 日程第３９、発議第１０号、新たな基本計画における農村振興の

強化を求める要望意見書を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。５番、原本哲己議員。 

 

◇原本議員 はい、５番。議会側議案書５ページをお開きください。 

発議第１０号、新たな基本計画における農村振興の強化を求める要望意見

書。 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとお

り提出する。令和２年６月１９日提出。提案者は大空町議会議員、原本、田

中、深川、松岡、齊藤、後藤の各議員であります。 
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７ページでございます。この要望の内容でありますが、我が国の農業にお

いては、相次ぐ大型自由貿易協定の発効や頻発する自然災害、この度の新型

コロナ感染症など様々なリスクが発生し、農村地域においても今後の地域再

生に向けた取り組みが必要とされています。 

そうした中、３月末に新たな食料・農業・農村基本計画が閣議決定され、

今後１０年間の指針が示されました。低迷する食料自給率を底上げし、国内

農産物の生産を増やすことで、食料安全保障を実現するためには、基本法の

理念に基づいた地域政策が重要であり、実効性がある政策の確立が急務とな

っております。このことから、記以降の事項の実現を要望するものでありま

す。 

記、１、農村地域で安心して暮らせる生活環境の整備に向けて、都市部と

同等の医療・福祉・教育・雇用・情報通信などについての十分な政策支援を

講じること。また、基幹産業である農業への政策として、農地の維持などの

日本型直接支払いの拡充・強化や地域社会の維持・活性化に繋がる新たな政

策支援を講じること。 

２、食料安全保障の観点から、新たな基本計画で掲げる食料自給率目標が

確実に達成できるよう、農畜産物の市場開放に歯止めをかけるとともに、国

内農業の生産並びに農村振興の強化など具体的な施策を講ずること。また、

国内農畜産物の再生産に向けた農業経営の安定化・所得保障の充実を図ると

ともに、災害に強い農業づくりに向けた十分な財政措置を講じること。 

３、家族農業や農業法人など多様な農業が共存できる地域政策の充実を図

り、次世代を担う新規就農者や後継者などの育成・確保対策を強化するとと

もに、農村人口の維持や移住・定住促進に向けた環境整備のための手厚い財

政支援を講じること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

提出先は内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大

臣、農林水産大臣宛でございます。 

以上、説明申し上げましたので、ご審議くださいますようよろしくお願い

いたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第１０号、新たな基本計画における農村振興の強化を求める

要望意見書を採決します。 
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お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、発議第１０号、新たな基本計

画における農村振興の強化を求める要望意見書は、原案のとおり可決されま

した。 

 

◎日程第４０ 報告第４号 

◇議  長 日程第４０、報告第４号、債権の放棄についてを議題とします。

山下町長から、お手元に配付しているとおり、債権の放棄の報告がありま 

したので、本件について、提案理由の説明を求めます。星加住民課長。 

 

◇住民課長 議会提出議案９ページの報告第４号でございます。 

令和元年度の債権の放棄につきましては、大空町債権管理条例第１７条第

２項の規定に基づき、議会にご報告申し上げます。 

議案書１１ページは、令和２年５月２７日付けで町長から議長へ提出いた

しました公文書でございます。 

内容につきましては、一覧表でご説明させていただきますので、議案書１

３ページをお開き願います。 

令和元年度債権放棄一覧表です。令和元年度の債権放棄件数は１件でござ

います。表の左から、番号１、債権の名称、水道料｡放棄の金額、１万５，６

６０円｡放棄年月日、令和２年３月３１日。放棄の事由、大空町債権管理条例

第１７条第１項第４号に該当。徴収停止後履行させることが困難。債務者数

は３名であります。 

債務者３名につきましては、平成２６年度から２８年度にかけての水道料、

合計１万５，６６０円を滞納しており、この間、督促状を送付のほか、電話

催促や訪問、面談等を実施しておりました。 

しかし、現在３名とも町外で居住しており、本人と折衝することができず、

また、債権額が少額で徴収に要する費用に満たないと判断し、平成３１年３

月に徴収を停止したところでございます。徴収停止後１年を経過しましたが、

今後においても履行させることが困難であると認められたものであります。  

以上、報告第４号、債権の放棄についてのご報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで債権の放棄については終わります。 

 

◎日程第４１ 報告第５号 

◇議  長 日程第４１、報告第５号、令和元年度繰越明許費繰越計算書の報

告についてを議題とします。 

山下町長から、お手元に配付しているとおり、令和元年度繰越明許費繰越

計算書の提出がありましたので、本件について、提案理由の説明を求めます。

林総務課長。 
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◇総務課長 議会提出議案書１５ページでございます。報告第５号、令和元年

度繰越明許費繰越計算書の報告について｡ 

繰越明許費は、地方自治法の規定により翌年度に繰り越して使用する歳出

予算であり、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告するもの

です。 

１７ページにつきましては、６月１日付けでの町長から議長への送付文で

ございます。 

１９ページをお開き願います。令和元年度大空町一般会計繰越明許費繰越

計算書です。国の補正予算などにより実施する事業として、令和元年度内に

事業が完了しないため、繰越明許費として議決をいただいた事業でございま

す。 

６款１項、産地生産基盤パワーアップ事業補助金は、国の補正予算により

整備する甜菜種子乾燥施設に要する７，５８９万円を繰り越したものです。 

次の畜産基盤整備事業補助金は、畜産、酪農の収益力を強化する畜産飼養

管理施設等の整備に要する１億５，１７２万３，０００円を繰り越したもの

です。 

農業水路等長寿命化防災減災事業は、リール式散水機の修繕に要する７８

４万円を繰り越したものです。 

農地耕作条件改善事業は、農業用排水路整備に要する２，９２６万５，０

００円を繰り越したものです。 

事業数４件、総額３億４，０４７万２，０００円の予算額に対し、翌年度

繰越額は２億６，４７１万８，０００円でございます。 

なお、財源の内訳としましては、国道支出金が２億５，２６６万３，００

０円、地方債７７０万円、一般財源が４３５万５，０００円となっておりま

す。 

以上、一般会計におけます令和元年度から令和２年度に繰り越した事業内

容の報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで令和元年度繰越明許費繰越計算書の報告については終わり

ます。 

 

◎日程第４２ 報告第６号 

◇議  長 日程第４２、報告第６号、令和元年度一般財団法人めまんべつ産

業開発公社の経営状況についてを議題とします。 

山下町長から、お手元に配付しているとおり、経営状況を説明する書類の

提出がありましたので、本件について、提案理由の説明を求めます。作田産

業課長。 

 

◇産業課長 議会提出議案書２１ページの報告第６号でございます。 

令和元年度一般財団法人めまんべつ産業開発公社の経営につきまして、地

方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、ご報告申し上げます。 

資料につきましては別冊で配付しております一般財団法人めまんべつ産業
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開発公社の経営状況を説明する書類をご覧いただきたいと存じます。 

１ページをご覧ください。令和元年度事業報告書でございます。中段にな

りますが、めまんべつ産業開発公社が実施しております目的を達成するため

の主な事業は、１、産業開発に関する事業。２、地場産品の販路開拓に関す

る事業。３、公共施設の維持管理等に関する事業。４、その他この法人の目

的を達成するために必要な事業でございます。 

２ページをご覧いただきたいと思います。事業の内容につきましては、五

つの区分となっております。 

はじめ、Ⅰ一般会計事業の状況でございます。 

事業としましては、地場産品を活用した試作研究開発、販路拡大・イメー

ジ商品の開発などを実施しております。１の試作研究開発事業では、町内で

生産されましたトマト、ニンジン、野菜を使ったジュースや煮豆の試作研究、

トマトジャムをはじめ、町内の野菜を使ったドレッシングの試作研究、シジ

ミ関連商品の試作研究、商品化などを行っております。新しいものでは、も

ち米シロップというもち米のお汁粉を試作し、販売には至っておりませんが、

今後、メルヘンカルチャーセンターの加工室で製造することを予定してござ

います。また、有機栽培のかぼちゃを使った羊羹を製造して販売してござい

ます。さらに、シジミの佃煮を試作し、現在賞味期限の調査等をしていると

ころでございます。流通しているシジミの佃煮は、ほとんどが中国産という

ことですので、国産のシジミの佃煮は希少価値があると言われているところ

でございます。 

２の情報調査収集事業における販路拡大とイメージ開発事業では、販路開

拓のため企業訪問や物産販売の実施、雑誌をはじめとする広告媒体への商品

ＰＲ広告や記事の提供、各イベントへの出店による特産品販売と商品ＰＲな

どを行っております。 

次に３ページから４ページに記載しております、Ⅱ環境整備事業の状況で

ございます。 

事業としましては、公共施設の管理を受託しております公共施設等管理事

業、女満別空港消防業務の空港環境整備事業、女満別空港駐車場管理事業、

自動車テストコース整備の産業環境整備事業の４事業を実施しております。 

１の公共施設等管理事業は、各学校等の施設管理業務や給食調理業務、地

場産品開発販売促進業務、ひまわり植栽管理業務、ウインターフィールド運

営業務など８つの業務を行っております。 

３の女満別空港間駐車場管理業務につきましては、４ページの駐車場料金

収入でございますが、昨年度より約２２７万円減の前年比９７．３％で８，

２３５万円の収入となっております。新型コロナウイルス感染症対策で２月

２８日に緊急事態宣言が北海道より発令されましたことから、旅客数が減少

し、３月の収入が前年と比べますと４２０万円ほど減少したことが要因とな

っております。 

４の産業環境整備事業ですが、自動車テストコースの冬季用コース作成維

持管理業務と夏季用コースの維持管理業務を行っております。 

次に５ページから６ページにかけまして、Ⅲ特産品収益事業の状況につい
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て記載しております。 

事業としましては、農産加工商品の製造販売、地場産品の販売かかる収益

事業でございます。 

公社では、研究開発をした農産加工商品の製造販売のほか、地場産の特産

品、農産物などの販売も行い、消費者ニーズに合った品揃えを目指した店舗

運営に努めております。また、メルヘン観光交流センターのキッチンほのか

や、昨年４月にはめんやを新規に開店し、しじみパスタや乳酪館のチーズを

使用したピザなどを販売して地場産食材の消費拡大や食材のＰＲにも努めて

いるところです。 

ページをめくっていただきまして、６ページの２の地場産品提供事業にな

りますが、アンテナショップほのかの令和元年度の売り上げですが、３月の

コロナウイルスの影響により、前年度比１０３．３％の１億９，３２４万円

に留まったところでございます。増加している要因ですが、ふるさと納税と

ネット販売が増加していることによるものとなっております。アンテナショ

ップほのか空港店でございますが、３月に減少した影響から１００．７％、

３５万円増の５，２１５万円の売り上げで微増となりました。続いてキッチ

ンほのかでございますが、新たに開店しためんやと競合したこともありまし

て、前年比９２．３％の１，４６７万円の売り上げとなっております。また、

めんやにつきましては６６５万円の売り上げとなっております。 

次にⅣ指定管理運営事業Ⅰの状況でございます。 

事業としましては、町より委託しておりますメルヘン公園の指定管理事業

でございます。管理施設は、メルヘンカルチャーセンター、多目的広場、新

規就農者技術習得管理施設、温室、体験農場、駐車場などとなっております。 

６の業務実績になりますが、施設管理におきましては、光熱水費等の節約

とノロウイルス等の病原菌蔓延防止に努め、特に２月からは新型コロナウイ

ルス感染症対策のため、施設の使用制限や利用者の体温測定、手指消毒など

の衛生対策に努めたところでございます。 

７ページの利用実績でございますが、３月に施設の利用制限があったこと

などもあり、使用料が前年比９３．６％、２０万円減の３０１万円となった

ところでございます。 

７ページの中段をご覧いただきたいと思います。Ⅴ指定管理運営事業Ⅱの

状況でございます。 

事業としましては、町より受託しておりますひがしもこと乳酪館の指定管

理業事業でございます。 

乳酪館は地場で生産される牛乳を活用して、乳製品の開発、製造、体験等

を通じた都市との農村交流を行う施設として利用者へのサービス向上に努め、

利用しやすい施設の運営に努めております。 

５の業務実績なりますが、施設管理にあっては光熱水費等などの節約と乳

製品の販売販路拡大に努めております。大空町ふるさと応援寄附金の返戻品

としてチーズの取り扱いが伸びており、今後も期待しているところでござい

ます。また、東藻琴高校と連携した東高マルシェへの出店販売等で商品販売

とＰＲに努めております。 
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ページをめくっていただきまして、８ページの６の販売収入実績でござい

ますが、昨年は施設の設備等の改修があり、製造室が一時使用できない時期

また休館した時期があった影響もございまして、令和元年度の入館者は前年

比９５．１％、乳製品等販売収入は前年比９５．５％、３１６万円の減の６，

８７０万円と減少したところでございます。 

１１ページから２１ページには、一般会計、各特別会計５会計の決算関係

の総括表等を掲載しております。 

令和元年度めまんべつ産業開発公社全体の収支につきましては、１２、１

３ページの正味財産増減計算書をご覧いただきたいと思います。 

ローマ数字Ⅰの一般正味財産増減の部、１経常増減の部、（２）経常費用、

当期経常増減額の当年度は１３ページの中ほどより下になりますが、マイナ

ス４７１万１，９８８円で赤字決算となっております。一般事業会社でいい

ますと、経常損失に相当するものです。その下、２経常外増減の部、（２）

経常外費用、雑損失の当年度が１万１，６７７円ありますので、表の下段ロ

ーマ数字のⅢ正味財産期末残高の当年度は前年対比４７２万３，６６５円マ

イナスの１億２，２７５万７，５８９円となっております。 

２５ページから４３ページには令和２年度の事業計画書、収支予算書を添

付しておりますので、ご覧いただきたいと存じます。 

以上、めまんべつ産業開発公社の経営状況の報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで令和元年度一般財団法人めまんべつ産業開発公社の経営状

況については終わります。 

 

◎日程第４３ 報告第７号  

◇議  長 日程第４３、報告第７号、令和元年度株式会社東藻琴芝桜公園管

理公社の経営状況についてを議題とします。 

山下町長から、お手元に配付しているとおり、経営状況を説明する書類の

提出がありましたので、本件について、提案理由の説明を求めます。田中総

合支所長。 

 

◇総合支所長 議会提出議案書の２３ページでございます。報告第７号、令和

元年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況について、地方自治法第

２４３条の３第２項の規定に基づき、ご報告申し上げます。 

資料はお配りしております株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況を

説明する書類の１ページから１２ページになります。 

はじめに１ページから２ページの事業報告でございますが、２ページに記

載のとおり、芝桜開花期の入園者の状況、キャンプ場、釣堀り、ゴーカート、

遊覧車、温浴施設の利用状況、イチゴハウスの状況について報告されており

ます。 

令和元年度の芝桜開花期の入園者数につきましては、７万１，２２９人で、

前年度比８７．３％と１２．７％の減少となっております。入園者数の減少

の要因といたしましては、令和元年度は芝桜の開花期間が３１日間と前年度
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より３日間短かったこと、胆振東部地震の復興割が３月まで続いたのに加え、

大型連休は１０日間の長期間となった事から、特に国内旅行者が芝桜のシー

ズンには旅行疲れとなり、来園者数が減少したのではないかと推測しており

ます。個人客につきましては、４万７，９２５人で前年度比９．８％の減、

団体客にあっては２万３，３０４人と前年度比１８．１％の減少となりまし

た。 

一方で近年取り組みを強化しておりますインバウンド、外国人旅行者へのプ

ロモーション活動などにより、外国人客は年々増加の傾向にあり、令和元年

度につきましては１万４，３０３人と全体の約２割となり、前年度比２６．

５％の増加となっております。 

次に３ページから１０ページの収支決算の状況でございますが、売り上げ

の約半分を占めております入園料収入は前年度より１６．６％の減少となり

ました。来園者数の減少により、入園料収入等が前年度より大幅に減少いた

しましたが、人件費、委託料、修繕費、広告宣伝費など経費の徹底的な削減

を図った結果、単年度収入では５ページに記載のとおり７４万２円の純利益

となり、平成３０年度の繰越利益と合わせますと令和元年度末の繰越利益余

剰金は７ページに記載しておりますが１，２７３万２，７４２円となってお

ります。当期末利益余剰金につきましては、次期に繰り越すこととなってご

ざいます。 

次に１１ページの令和２年度事業計画でございます。 

本年度につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、第３

７回芝桜まつりを来年度に延期するとともに、芝桜開花期間中は、公園全体

を閉園することといたしました。そのため入園料収入をはじめ、各種の収入

が見込めなくなり、事業計画及び財務諸表の大幅な見直しを余儀なくされて

おります。しかしながら、施設管理のほか、雑草の除去や芝桜の計画的な更

新と補植など、来年度に向けた公園の維持管理は必要不可欠であります。 

１２ページに令和２年度の収支計画が記載されておりますが、例年の入園

料収入など、ほとんどの売り上げが見込めない中で、人件費や施設の維持管

理費等、最小限の経費が必要となることから収支マイナスの計画となってお

ります。なお、芝桜の開花期間は既に終了しておりますが、公園内のキャン

プ場につきましては、７月から２カ月間、新型コロナウイルスの感染拡大防

止対策をとったうえで、一部オープンすることで準備を進めているところで

ございます。 

以上で令和元年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況についての

報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 ３番、上地史隆議員から質疑の申し出がありましたので、これを

許します。３番、上地議員。 

 

◇上地議員 はい、３番。東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況について、お聞

かせいただきたいと思います。 

経営状況の説明資料で確認もさせていただいておりますが、説明にもあっ
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たように大変苦しい経営をされているのだなと、そのような印象を受けてお

ります。実際、令和元年度の決算において年度末利益１，２７３万円、そし

て令和２年度の収支計画においてマイナス８３３万円と大変落ち込んでいる

と。今まで利益を段々積み上げていったものが、あっという間になくなった

というような印象を受けました。 

原因としては説明でもあったように、新型コロナによる閉園によって、主

な収入源である入園料がとれなかったのと各種施設の利用料などがとれなか

ったことと、あと、今後の将来に向けての維持管理費などによって大変苦し

い状況になっているのだなと。 

そして令和２年度の事業計画の最後のほうにあるのですが、東藻琴芝桜公

園管理公社が実際に町に対して特段の支援をいただきながら事業を推進して

まいりたいと記載がありました。そのことを町はどのようにお考えなのか、

お考えがありましたらお聞かせをいただきたいと思います。 

 

◇議  長 田中総合支所長。 

 

◇総合支所長 上地議員からのご質問にお答えを申し上げたいと思います。 

先ほどご報告させていただいたとおり、本年度、芝桜公園は新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため、最終的には閉園とさせていただきましたが、閉

園に至る経過について、少しご説明させていただきたいと思います。 

町と芝桜公園管理公社で、その都度協議し、４月上旬には密を避けるため、

芝桜まつりと本年度予定しておりました芝桜フォーラムの１年延期、道外や

海外からの来園客が見込めない中で、町民の方には来ていただこうと優待券

を１世帯、例年の３名から５名にしまして、その５名分を町が負担するなど

検討していたところであります。 

その後、コロナウイルスの感染症の状況が刻々と変わり、４月中旬にはゴ

ールデンウイーク時の密を避けるため、５月６日まで閉園、５月７日以降園

内の売店等全て閉店したうえでの無料開放なども考えたところでございます

が、最終的には４月下旬に閉園を決定したところであります。 

このように状況が目まぐるしく変わる中での芝桜公園管理公社としての令

和２年度収支計画となってございます。先ほどご報告のとおり、入園料のほ

とんどの収入が見込めない中で、公園の維持管理に要する経費は掛ってまい

ります。これらの経費を可能な限り最小限に抑えて維持管理していただくと

ともに北海道や町の休業要請協力金などの活用、さらには国の持続化給付金

についても現在申請手続中でございます。また、７月からは公園内キャンプ

場について、新型コロナウイルス対策をとったうえで一部オープンすること

としております。 

今後、芝桜公園管理公社と経費の節減などによる赤字額の縮小について十

分協議していくとともに、秋ごろには本年度の収支決算見込みが出るかと思

いますので、その結果により町としての対応を考えていくことになろうかと

思っております。 

以上、ご質問に対するご答弁とさせていただきます。 
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◇議  長 ３番、上地議員。 

 

◇上地議員 はい、３番。ご説明をいただいて国の持続化支援給付金など、い

ろいろな支援策を講じていきたいということもお聞かせをいただきました。 

実際に芝桜フォーラム、残念ながら来年に延期されたということもありま

すし、感染症対策に努めて７月からキャンプ場などをできれば開放したいと

いうこともお聞きしました。 

それでもなかなか経営は大変な部分も出てくると思いますので、しっかり

と管理公社とも協議をしながら、対応策を打っていただくようお願いをした

いと思います。 

以上で終わります。 

 

◇議  長 田中総合支所長。 

 

◇総合支所長 ありがとうございます。今後、芝桜公園管理公社とも協議させ

ていただきたいと思います。 

芝桜公園につきましては、本町にとりまして貴重な観光資源でございます。

今後、来年度の開園に向けまして、新しい生活スタイルに留意しながら、管

理公社と連携を密にして準備を進めてまいりたいと思っておりますので、議

員におかれましては、今後ともご指導いただきますようよろしくお願いいた

します。 

 

◇議  長 以上で質疑を終わります。これで令和元年度株式会社東藻琴芝桜

公園管理公社の経営状況については終わります。 

 

◎日程第４４ 報告第８号  

◇議  長 日程第４４、報告第８号、例月出納検査結果報告についてを議題

とします。 

監査委員から、例月出納検査結果報告書の提出がありましたので、監査委

員の報告を求めます。近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第８号、例月出納検査結果の

報告につきまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により報告を申

し上げます。 

検査の対象となった月は、令和２年２月分から令和２年４月分までであり

ます。 

検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。 

例月出納検査を実施いたしました時期は、２月分につきましては３月２４

日に、３月分につきましては４月２０日に、４月分につきましては５月２０

日に松岡監査委員とともに実施したところであります。 

検査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載されたとおり相違

ありません。また、現金、預金の保管状況、その他特に指摘する事項はござ
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いません。 

以上、適正であることを認め、監査結果の報告といたします。 

 

◇議  長 これで例月出納検査結果報告については終わります。 

これで本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

ここで令和２年７月１９日で農業委員の任期が満了となり、退任される山

神正信農業委員会会長よりご挨拶があります。山神会長。 

 

◇農業委員会会長 貴重な議会定例会の時間を割いて、発言の機会をいただい

たこと厚くお礼を申し上げます。 

先ほど新しい農業委員の任命の同意を受けました。その中に私の名前がな

かったと思います。今回で退任をすることとなりました。 

私は平成１７年７月より今期まで５期１５年、農業委員として活動をして

まいりました。平成２６年７月に会長職となりまして、同年の９月より議会

に出させてもらっております。議員の皆様には、いろいろご指導いただきま

して大変ありがとうございます。議会も６年の間でしたが、議員の皆さんに

は町民の目線に立って、いろいろな角度から物事を見ておられるのだなと確

信しておりました。 

農業委員会も１人、２人では何もできませんので、この１５年の間、在籍

した中で、事務局とともに活動してまいりました。 

町の行政におかれましても、町長さんをはじめ、議員の皆さん、また職員

の皆さん、立場はそれぞれ違うと思いますが、これからいろいろ協力し合っ

て、大空町発展のためにご尽力を賜りたいと存じます。 

６年間、この議会へ出させてもらいまして、自分も勉強になりました。大

変お世話になりました。ありがとうございます。 

 

◇議  長 山下町長から発言があれば許します。山下町長。 

 

◇町  長 令和２年第２回大空町議会定例会の閉会にあたりまして、まずも

ってお詫びを申し上げなければならないと考えてご発言の機会を頂きました。 

議員からも、いろいろな質疑も頂戴いたしました。ただ、私どもの答弁と

いいましょうか、回答が半ばトンチンカンな、的を得ない様な、そんな内容

のものもありまして、大変ご迷惑をおかけしました。 

また、議案の作成については、落丁ということで、大変重く受けとめてご

ざいます。いろいろな間違いがここ１年ほどの間に議案の中でありまして、

差しかえをさせていただいたことも度々でございました。そんな中で、落丁

というのは最も基本的な、あってはならない間違いだとそのように思ってお

ります。基本的なことを粛々と行えば、出てくるはずがないというものにも

かかわらず、こんな体たらくでございました。職員の教育一つできていない。

全く町長としての資格がないと改めて反省を強くしたところでございます。 

また、この議会を迎える前段、副町長からは、もっと議会というところに

緊張を持ってということで基本的なことを再三にわたって細かく伝えてきた
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わけでありますが、それも出来ていないということで、本当に申し訳なく思

っております。申しわけございませんでした。 

また、もう１点はお礼を申し上げたいと思います。今回の議会、様々な議

案を提案させていただきましたが、特に新型コロナウイルスにかかる経済対

策、生活対策などの議案などについて、補正予算を中心にお認めをいただき

ました。本当にありがとうございます。 

ただ、残念ながら今日もマスコミが来ておりませんので、明日どの程度新

聞などにその内容を書いていただけるか分かりません。そのようなことから

職員のほうで明日の新聞折り込みに入れたいということで、こういうものを

作成いたしました。後ほど事前に議員また、ほかの委員の方々にも含めて、

お渡しをしたいと思います。私どものＰＲだけでは十分ではありませんので、

ぜひ、ご質疑等、またご意見をいただいた議員の皆様からも機会がありまし

たら町民の皆様にお知らせをいただければありがたいと思っているところで

ございます。 

ここ３月から４月、５月、この６月と臨時会、定例会で新型コロナウイル

スにかかわる様々な対策や取り扱いを進める中で、私自身、大変考えさせら

れたり、悩み多いことが幾つかございました。 

一つはこのコロナウイルスに対する町民の反応、幅が非常に大きいという

ことでございます。感染を恐れて不安に思い、極めて厳格に感染防止を訴え

る方もいらっしゃいますし、一方では比較的安易に捉えられていらっしゃる

方もおりまして、町として施設の休館でありますとかそれぞれの対応はどの

ように、どのあたりの基準で進めるべきかということに苦慮する場面が多々

ございました。 

公平性の捉え方も然りでございます。例えば、国の給付金では、当初は収

入減の世帯に３０万円というお話でございましたが、結果として公平性とい

うような言い方も多分にあったかと思いますが、国民１人あたりに１０万円

ということになりました。国の収入減に対するその基準というのが非常に複

雑でありまして、支給するという事務のことを考えましたら致し方なかった

のかなと思いますが、私はやはり本当は生活が大変になった方々を救うとい

うことが公平であり、行政の役割ではないのかなと常々思ってございます。 

また、町の施策でも、例えば持続化給付金をある一定の業種に限って支給

することといたしましたが、中には全ての事業者に一律に給付すべきではな

いか。さらにマスクなども町民全員に一律に配るべきではないか。商品券も

プレミアムではなくて一律金額を町の財源で配ったほうがいいのではないか、

それが公平ではないかと、そういう声も多数寄せられてございます。   

また、本定例会でも、そういった町民の皆様の意見を反映すべく、同様の

趣旨の一般質問もあったかと受けとめてございます。 

ただ、私はやはり困っている方、そして国や北海道、町だけが手だてをす

るということばかりではなくて、地域の皆さんの協力もいただいて、この難

局を乗り越えたいと考えたところでございます。 

ただ一方で困っている方々、できるだけ多くの方に対応できるように、様々

な施策の裾を広げながら展開してきたつもりでございます。ぜひともご理解
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を賜りたいと思ってございます。  

また、先ほど言ったように今日は報道関係の方はいらっしゃいませんが、

その情報発信というところについても大変悩んだものでございます。５月２

２日にこの場所で報道発表を行いました。町民から感染が確認された。更に

それが職員であるということでございましたが、北海道からは、どんな内容

を公表するのかと、事前にその内容を教えてほしいと言われておりました。

また、想定問答集を作っているはずだろうから、それも欲しいと。そういっ

たものは作っていた訳ではございませんが、そのようにも言われました。ま

た、ペーパーを配るだけで、情報提供だけでいいんじゃないですかと、あえ

て会見までする必要はないんじゃないかと、止めた方がいいと思いますと。

そこまで言われましたが、結果的には私の判断でといいましょうか、町とし

て行うべきだということで実施をいたしました。 

しかし、その中にあっても、当然個人の情報につながるようなこと、氏名

や年齢や住所、そして職場の部署、更には今回の行動につながる行き先やそ

の目的、交通手段やかかった病院についても一切特定してはダメだという厳

しい内容でございました。最終的に２週間たったあとでも、私どもは実際に

濃厚接触者の方が何人いたのかすら知らないという状況にございます。会見

の内容をテレビで、また新聞で、町の折り込みなどでご覧になった方々、何

かすっきりしないな、はっきりしないなと思われたのではないかなと思いま

す。また、私自身、リーダーとしての物足りなさや頼りなさというものを感

じられたのではないかなと。町民の皆さんには大変申しわけなく思っている

ところでございます。 

もとより私自身、いろいろなところでマスコミに出ている知事や政令指定

都市の市長と違いまして、カリスマ性があるわけでありませんし、もともと

メディアを活用して情報発信を沢山やるというタイプでもございません。俗

に言われている政治家タイプでもありませんし、そういった能力もございま

せん。できるだけ露出をしないようにというところに心がけてもまいりまし

た。私、常々から普通でありたいと、そうあるべきだと思って行動してまい

りました。それは変にそういうところに出過ぎると、自分自身を履き違えて

しまう、間違えてしまうということに繋がるのではないか。そうなってしま

いますと町民の皆さんと同じ視点で物を見たり、考えたりすることが出来な

くなると思いながら、ここ何年も町長として努力をしてまいりましたが、は

たしてそういった考え方が正しかったのかなと、今回のことで随分と考えさ

せられました。もう少し、そういった情報発信がきちっとできる、そういう

リーダーシップのある、そういうところを皆さんは求めているのではないか

なと。そんなふうにも今回のことで感じたところでございます。 

最後に町民の皆さんにお願いをしてまいりたいと思ってございます。緊急

事態宣言が解除されました。休業要請も解除になりまして、移動の自粛も緩

和をされてきて、だんだんと日常が戻りつつございますが、コロナが収束し

た訳ではございません。今までは国から、北海道から、町から、例えば施設

を休むようにとか、お店を休んでください、自粛してください、慎んでくだ

さい、様々な要請、指導、いろいろなものがあったかと思います。しかし、
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今後はそういったものが改善、解除されていく中で、コロナはなくなりませ

んので、そのコロナと共存していく社会を目指していかなければならないの

だと思ってございます。 

５月の末から、感染の疑わしい方々に対する検査体制が変わりまして、今

まではなかなか検査受けさせてもらえませんでしたが、今後は簡単にといい

ましょうか、ちょっと様子がおかしければ検査をする。そうすると実際には

感染でありながら、無症状であっても感染でしたということが出てくるので

はないかなと思っております。そのような中で、そのことがあったら直ちに

今までと同じように全てを休業する、閉鎖するということばかりではないの

ではないか。そういったものもひとつ受けとめながら、日常生活を送ってい

かなければならないと考えてございます。その中にあって、町民皆さんお１

人お１人の責任ある行動また自らの感染防止に対するご判断というものをし

っかりとお持ちいただきながら生活をしていただきたいと思ってございます。 

コロナの対策会議を行っておりましても職員からは、これはどうしましょ

うか、どうしたらいいでしょうかという声がありました。判断に難しいとこ

ろだと思います。同じことを町民の皆さんにお願いしてもどうしたらいいの

だということもあろうかと思いますが、出来るだけさまざまな情報の中で、

ご自身でのご判断を大切にしながら、生活をしていっていただきたい。それ

がコロナウイルスとの第２弾の生活の迎え方だと感じてございます。 

こういったことはできるだけ多くの皆さんにご理解いただけるように、こ

れからまた情報発信をしてまいります。ぜひ皆さんからも、そういった趣旨

のことについてお伝えをいただければありがたいと思います。 

さまざま思いを寄せた定例会でございました。ご指導をいただきましたこ

とに改めてお礼を申し上げて、閉会のご挨拶とさせていただきます。ありが

とうございました。 

 

◇議  長 以上で、令和２年第２回大空町議会定例会を閉会します。大変お

疲れさまでした。 

 

（閉会 午後２時０７分） 

 

 

 

 


